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決
算
報
告

一般会計の決算状況
歳入決算額は73億29万813円、歳出決算額は71億6,901万1,456円となり、歳入歳出差引額は1億3,127万9,357円とな
りました。

区 分

入 湯 税

都市計画税

105万7,050円 温泉施設管理費
都市計画事業
土地区画整理事業
都市計画事業に係る地方債償還

1億4,099万3,892円

収入済額
使途と決算額

事 項 決算額
488万2,727円

4億3,763万1,369円
3億4,040万7,597円
9億2,389万9,669円

内 町の決算 （見込み）平成17年度
※平成※平成177年度決算については、現在決算特別委員会において審議中年度決算については、現在決算特別委員会において審議中です。です。※平成17年度決算については、現在決算特別委員会において審議中です。

町 税
23億1,734万6,935円（31.7％）

町民税や固定資産税等、
町民の皆さんが町に納めたお金

民生費
20億6,405万8,300円（28.8％）

心身障害者・老人・児童など
福祉全般の事業に使ったお金

衛生費
6億4,364万2,321円（9.0％）

保健事業及びごみ処理などの
環境保全事業などに使ったお金

教育費
10億892万3,821円（14.1％）

小中学校や生涯学習、体育・文化
振興などに使ったお金

公債費
9億2,911万5,747円（13.0％）

町債を返済するために支払ったお金

土木費
10億7,293万9,348円（15.0％）

道路や公園整備、除雪対策などに
使ったお金

総務費
8億7,263万4,786円（12.2％）

交通安全施設の整備や
選挙などに使ったお金

地方交付税
21億6,862万1,000円（29.7％）
所得税など国に納められたお金の中から、

町の財政事情に応じて国から交付されたお金

町 債
5億9,620万円（8.2％）

大きな事業を行うために、
国などから借り入れたお金

地方消費税交付金
2億466万6,000円（2.8％）

地方消費税を町の人口及び
従業員数に応じて交付されたお金

その他
8億3,097万4,019円（11.4％）

消防費
2億2,408万6,837円（3.1％）

防火水槽、消火栓などの防火施設
維持管理に使ったお金

県支出金
3億1,344万2,589円（4.3％）
事業など特定の目的を達成するために

県から交付されたお金

国庫支出金
3億5,043万4,549円（4.8％）
事業など特定の目的を達成するために

国から交付されたお金

繰入金
2億9,974万5,201円（4.1％）
事業推進のため基金の取り崩しなどにより

繰り入れられたお金

分担金及び負担金
2億1,886万520円（3.0％）

特定の事業の為に利用者から徴収したお金

その他
3億5,361万296円（4.8％）

歳入 歳出

目的税の使途（入湯税・都市計画税）

区 分
諸 収 入
地 方 譲 与 税
使 用 料 及 び 手 数 料
地 方 特 例 交 付 金
繰 越 金
自 動 車 取 得 税 交 付 金
利 子 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
財 産 収 入
配 当 割 交 付 金
交通安全対策特別交付金
寄 附 金

計

2億5,521万2,622円
1億8,346万7,000円
1億3,204万120円
9,629万7,000円
6,233万7,575円
4,810万5,000円

1,836万円
1,221万円

919万7,702円
732万6,000円
582万1,000円

60万円
8億3,097万4,019円

決算額 構成比
3.5％
2.5％
1.8％
1.3％
0.8％
0.7％
0.3％
0.2％
0.1％
0.1％
0.1％
0.0％
11.4％

その他の内訳（歳入）
区 分

議 会 費
農 林 水 産 業 費
諸 支 出 金
商 工 費
労 働 費
災 害 復 旧 費
予 備 費

計

1億3,295万7,582円
9,739万1,946円
7,127万4,973円
3,267万6,218円
1,930万9,577円

0円
0円

3億5,361万296円

決算額 構成比
1.8％
1.3％
1.0％
0.4％
0.3％
0.0％
0.0％
4.8％

その他の内訳（歳出）
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普通会計の決算状況
※普通会計…一般会計と、公営企業会計・収益事業会計等を除いた特別会計（内 町においては、霊園
事業特別会計、土地区画整理事業特別会計が該当します）をあわせて普通会計といいます。

●性質別経費の状況
歳入に対して人件費・扶助費・公債費・繰出金などの義務的経費に

要する支出の割合はここ数年増え続け、経常収支比率は年々悪化して

います。この指標が高くなると自由に使えるお金が減り、財政は硬直

化することになります。

人件費
16億537万円
（21.3％）

扶助費
9億4,112万円
（12.5％）

物件費
12億439万円
（16.0％）

平成17年度普通会計決算（性質別）

維持補修費
1億108万円
（1.3％）

補助費等
7億6,985万円
（10.2％）

普通建設事業費
7億5,911万円（10.1％）

公債費
9億4,463万円
（12.5％）

繰出金
11億3,086万円
（15.0％）

投資及び出資金
32万円（0.0％）

積立金
7,976万円（1.0％）

貸付金1,000万円（0.1％）

合計
75億4,649万円

H8年度 

千円 

※H10年度：庁舎建設に係る取崩しあり 
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その他基金残高 
財政調整基金残高 
基金残高 

特別会計・水道事業会計の決算状況

区 分
会 計 名

公共下水道
霊 園
土地区画整理
新エネルギー
国民健康保険
老 人 保 健
介 護 保 険
小 計

特

別

会

計

13億7,074万5,156円
3,899万1,493円

3億4,043万1,520円
3,306万1,904円

22億2,388万7,997円
19億3,273万2,227円
10億4,140万3,373円
69億8,125万3,670円

13億6,451万5,839円
3,706万7,577円

3億4,040万7,597円
3,177万6,396円

22億2,605万2,089円
19億2,399万3,737円
10億3,029万7,632円
69億5,411万867円

歳 入
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

6億2,726万5,942円
6億1,452万3,997円
1億4,470万3,350円
2億2,030万9,368円

歳 出

平成17年度各会計別決算 平成17年度水道事業会計決算

主な一般財源の
推移（歳入）

経常収支比率 85.9 88.6 90.7

主な義務的
経費の推移
（歳出）

町税、譲与金等、
実質交付税（地方交付税＋臨時財政対策債）

人件費
（職員の給料や手当及び議員報酬などの経費）

扶助費
（社会保障制度の一環として、児童･老人･心身障害者などを援助する為の経費）

公債費
（借入金の元金や利息を支払う経費）

繰出金
（下水道事業や国民健康保険事業など特別会計へ支出する経費）

合計

平成15年度 平成16年度 平成17年度

49.27

16.62

5.60

5.65

7.97

35.84

H８年度

56.09

16.79

5.86

6.50

9.45

38.60

H９年度

52.91

17.34

5.96

6.84

9.93

40.07

H１０年度

56.55

17.22

6.28

7.80

9.52

40.82

H１１年度

57.72

16.38

5.89

8.18

10.42

40.87

H１２年度

57.09

16.76

6.53

8.61

10.89

42.79

H１３年度

56.01

16.38

6.76

8.06

11.19

42.39

H１４年度

55.50

16.38

8.43

8.63

12.35

45.79

H１５年度

54.09

16.08

9.21

8.84

12.50

46.63

H１６年度

53.84

16.05

9.41

9.45

11.31

46.22

H１７年度

●収支状況
歳入のうち、財政調整基金の取り崩

しによる繰入金が2億3,799万4千円

あり、実質的な単年度収支は赤字とな

っています。

ここ数年、基金の取り崩しが続き、基

金残高は減少しています。今後は行財

政改革を推進し、無駄な経費を削減し、

基金の取り崩しに頼らない財政運営が

必要となります。

※財政調整基金…財源に余裕のある時に積立て、不足す
るときは取り崩すことで収支をあわせる為に設けられ
た基金で、一般家庭における普通預金などにあたるも
のです。

（単位：億円）
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住民税が変わります。住民税が変わります。
国から地方へ

平成19年度から税源移譲によって

シリーズ1

住
民
税
が
変
わ
り
ま
す

各地方公共団体が自主性を発揮し、より身近な行政サービスを行うために進められてきた三位
一体改革。その一環として、国から地方へ3兆円の税源移譲が行われます。税源移譲に伴い、みな
さんに納めていただく住民税が平成19年度分から大きく変わります。
そこで、今月からシリーズで、19年度の住民税についてご説明します。今月号では、なぜ住民

税が変わる必要があったか、その背景についてご説明します。

三位一体改革の背景
現在の地方財政の状況をみると、地方の歳入に占める地方税の収入の割合は3分の1前後に止まっており、地
方の歳出規模と地方税の収入とのひらきは、国庫補助負担金や地方交付税など、国から移転して受け入れるお
金により補てんされています。また、国と地方の歳出の規模を比較すると、おおむね4：6であるのに対して、国
民が負担した税金を国と地方へそれぞれ分配していくうえでは、6：4と逆転しています。その結果、地方公共団
体の行政サービスに対する住民の受益と負担との対応関係が不明確となり、国庫補助負担金などを通じた地方
への国の関与と相まって、コスト意識が希薄となりがちな行財政活動につながっていました。
そのため、この地方における歳出規模と地方税の収入とのひらきをできる限り縮小するという観点に立って地
方税の充実確保を図ることが重要でした。歳出の徹底した見直し、削減等に努めた上で、なお必要な額につい

ては、自主財源である地方税の充実で賄
うとすれば、住民の選択による財政の自
己規律の向上や、運営面での効率化が図
られやすくなると考えられます。そして、
このような背景のもとに生まれたのが
「三位一体の改革」でした。

三位一体改革とは
「三位一体の改革」は、地方の実情に応じた事業が自主的・
自立的にできるように、地方への国の関与を廃止・縮減し、地
方の権限と責任を大幅に拡大するという地方分権を推進する
観点から、
（1）国庫補助負担金の改革
（2）国から地方への税源移譲
（3）地方交付税の改革
の3つを一体的に行うものです。そして国から地方へ3兆円の
税源移譲をうけて19年度から住民税が大きく変わることにな
りました。

国庫補助金 
の改革 

地方交付税 
の改革 

国から 
地方への 
税源移譲 

三位一体改革 

国 

所得税・住民税の改正所得税・住民税の改正 所得税・住民税の改正 

地方 

 
3兆円 3兆円 

地方 

6
国 

6

地方 

4
国 

4

お金（税金の分配） 仕事の量（歳出の規模） 



住民税には、均等の額によって負担する「均等割」と、その人の所得金額に応じて負担する

「所得割」があり、通常、都道府県の税である都道府県民税と市区町村の税である市区町村民

税をあわせて住民税と呼びます。

所得税が1年間の所得に対してその年に課税されるのに対し、住民税は前年の所得に対して課税されます。

なお、住民税の徴収は、都道府県民税と市区町村民税をあわせて市区町村が行うこととなっています。
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住民税とは…

住
民
税
が
変
わ
り
ま
す

※来月号では具体的な事例をあげ、19年度の住民税についてもう少し詳しく説明をいたします。

所 得 税 

移譲前 移譲後 

住 民 税 

4段階 

10%

20%

30%

2% 3%
3%

8%
10%

37%

所 得 税 住 民 税 

6段階 

5%
10%

20%

23%

6%（市区町村民税） 

33%

4%（都道府県民税） 

40%個々の納税者の 
負担合計額は同じ 
個々の納税者の 
負担合計額は同じ 

※図中の税率は、都道府県民税と市区町村民税を合せたものです。 
▲0 ▲200万円 ▲700万円 （課税所得） 

5％ 
13％ 

▲0 （課税所得） 

10％ 10％ 
（都道府県民税4％、市区町村民税6％） 

平成18年度分まで 平成19年度分から 

住民税はどう変わる？
住民税所得割の税率は従来3段階の超過累進構造になっていました。これを所得の多い少ないに関わら

ず一律10％の比例税率構造に変えることになりました。これにより高額所得者の多い地域に税収が集中す
ることなく税源移譲が可能となります。
住民税所得割の10％の比例税率化に伴い、国が集める所得税の税率構造も見直されます。住民税につい
ては最低税率が5％から10％に引き上げ、最高税率が13％から10％に引き下げとなっていますが、所得
税は逆に最低税率が10％から5％に引き下げ、最高税率が37％から40％に引き上げとなります。また人
的控除の差に対応した減額措置なども講じられ、税源移譲の前後で「住民税＋所得税」の納税者の負担は変
わらないことになります。

これまで、町県民税(普通徴収)、固定資産税・都市計画税を全期前納で納めていただいた場合、前納
報奨金を年税額から差し引くかたちで交付してきましたが、平成18年9月の税条例改正により、平成
19年度以降、この前納報奨金制度が廃止されることとなりました。皆様のご理解とご協力をお願いし
ます。
なお、前述の町税を口座振替の全期前納で口座引落しされている方に対して、19年度以降の口座引

落し方法についておたずねする文書を送付させて頂きますので、よろしくお願いします。

【問い合わせ先】総務部　税務課　　1 286－6706

全期前納報奨金制度が廃止されます
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会
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長
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室

内 町議会定例会 内 町議会定例会 内 町議会定例会 第3回 第3回 第3回 平成18年 平成18年 平成18年 

●平成18年度内 町一般会計補正予算（第3号）
・内 駅前整備事業代替用地取得に係る内 町土地開発公社に対
する融資金の債務保証としての債務負担行為の追加補正

専決処分の承認

提出議案

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
ま
ち
づ
く
り
談
話
室
な

ど
に
お
寄
せ
頂
い
た
ご
意
見
を
抜
粋

し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

◎
ご
指
摘
の
自
動
販
売
機
に
つ
い
て
は
、
瓶
の
ジ
ュ
ー
ス
を
全
て
撤
去
し
、
缶
の
飲
料
に
交
換
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
せ
先

情
報
政
策
課

公
聴
広
報
室

1
２
８
６
―
６
７
５
３

●
役
場
宛
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

uchinad
a@
to
w
n.uchinad

a.ishikaw
a.jp

●
町
長
宛
メ
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ル
ア
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m
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a.ishikaw
a.jp

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
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w
w
.to
w
n.uchinad

a.lg
.jp/

白
帆
台
の
公
園
内
に
あ
る
自
動
販
売
機
に
瓶
の
ジ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
空
き
瓶
の
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片
が
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園
内
に
落
ち
て
い
る
こ
と
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あ
り

ま
す
。
芝
生
公
園
な
の
で
子
供
が
裸
足
に
な
る
こ
と
が
多
く
と
て
も

危
な
い
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で
、
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缶
か
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て
も
ら

え
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か
。

◎
ア
ダ
プ
ト
は
直
訳
で
は「
養
子
」と
い
う
意
味
で
す
。
町
が
管
理
す
る
公
園
や
道
路
な
ど
の
場

所
を「
子
ど
も
」に
見
立
て
、「
里
親
」に
な
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
間
で
養
子
縁
組

を
結
び
、
自
主
的
な
清
掃
・
美
化
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
託
す
の
が
ア
ダ
プ
ト
制
度
で
す
。

住
民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
役
割
分
担
を
決
め
て
活
動
を
行
な
い
ま
す
。

１
９
８
５
年
に
ア
メ
リ
カ
で
提
唱
さ
れ
、
日
本
国
内
で
も
２
７
０
あ
ま
り
の
自
治
体
が
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
内

町
で
も
こ
の
制
度
の
導
入
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
近
ア
ダ
プ
ト
制
度
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
制
度
で
す
か
。

『
ま
ち
づ
く
り
町
長
談
話
室
』
は
毎
週
月
曜
日
、
午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

の
間
、
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
で
開
設
し
て
い
ま
す
。
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

﹇
※
都
合
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
日
が
あ
り
ま
す
。
電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
﹈

〔
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
今
後
の
開
催
予
定
〕
多
く
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
7
時
30
分
か
ら
。
場
所
は
各
地
区
公
民
館
）

●

ア
カ
シ
ア
　
10
月
11
日（
水
）

●

旭
ケ
丘
　
10
月
21
日（
土
）

●

鶴
ケ
丘
４
丁
目
　
10
月
20
日（
金
）

●

室
　
　
　

10
月
26
日（
木
）

●

緑
台
　
　
11
月
14
日（
火
）午
前
10
時
か
ら

●平成18年度一般会計補正予算（第4号）
補正額 8,421万8千円 補正後総額 77億9,468万1千円
・蓮湖渚公園整備事業工事費等の追加
●平成18年度内 町公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）
補正額 3万1千円 補正後総額 13億3,003万1千円
・共済費の負担率改正に伴う人件費補正及び財源振替
●平成18年度内 町国民健康保険特別会補正予算（第1号）
補正額 1億1,605万3千円 補正後総額 23億6,505万3千円
・保険財政共同安定化事業の創設並びに出産育児一時金支給制度
の改正に伴う補正

●平成18年度内 町介護保険特別会計補正予算（第2号）
補正額 67万3千円 補正後総額 11億3,185万9千円
・配食サービスの増額等に伴う補正
●平成18年度内 町水道事業会計補正予算（第1号）
・企業債の借換等に伴う補正

予算に関する議案

●千鳥台52号線の認定
●千鳥台34号線の変更

道路線

●教育委員会委員の任命

人事案件

●平成17年度内 町一般会計歳入歳出決算認定
●平成17年度内 町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定
●平成17年度内 町霊園事業特別会計歳入歳出決算認定
●平成17年度内 町土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定
●平成17年度内 町新エネルギー事業特別会計歳入歳出決算認定
●平成17年度内 町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
●平成17年度内 町老人保健特別会計歳入歳出決算認定
●平成17年度内 町介護保険特別会計歳入歳出決算認定
●平成17年度内 町水道事業会計決算認定

決算認定

●内 町行政手続条例の一部を改正する条例について
・行政手続法の一部改正に伴う改正

●内 町税条例の一部を改正する条例について
・前納報償金を翌年4月より廃止

●内 町福祉センター条例の一部を改正する条例について
※原案の一部を修正の上可決
・年始休業日、入館時間の変更（今年10月より）並びに65歳以上の方の入館料の変更（翌年4月より）
●国民健康保険条例の一部を改正する条例について
・一定以上の所得のある70歳以上の被保険者の負担割合の変更並びに出産一時金の支給額の変更
●消防組織法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について
・消防組織法の一部改正に伴う改正

●内 町基本構想の策定について
・平成18年度から27年度までの10年間を計画期間として策定
●石川県市町村消防団員等公務災害補償等組合規約の変更について
・消防組織法の一部改正に伴う改正

条例の制定及び改正

第3回内 町議会定例会が9月13日(水)から22日(金)までの全10日間の日程で開催され、
次の提出議案について審議されました。また、平成17年度各会計の決算について認定に付しました。

すべて可決

承 認

可 決 同 意

すべて可決



容器包装プラスチックの品目追加のお知らせ

石田　有賀里
（金沢大学）

入選
米沢　　裕子
（金沢学院東高等学校）

真田　　康平
（金沢大学）

佳作

10月から、容器包装プラスチック3品目
（ボトル類、カップ類、発泡スチロール容器）に加え、
次のものも回収します。

※詳しくは、お問い合わせください。【問い合わせ先】
● 河北郡市広域事務組合　企画課 288－4545
● 町民福祉部　町民生活課　環境対策室 286－6701

①中身を使いきる。
②キャップなどをはずし、軽く洗う。
③月1回の町会リサイクルの日にステーションへ出す。

内 砂丘フェスティバル2006にむけて、当日のイベントをより楽しんでもらうために、
事前勉強会を行います。高田 宏氏の作品や、高田氏が語る

自然の世界についてのお話を聞きにきませんか？

本番前に学ぶ「高田 宏」の世界

［日 時］ 10月31日（火曜日） 午後7：30～午後9：00まで
［場　所］ 内　町文化会館　2F 集会展示室
［講　師］ 金沢学院大学　文学部教授　　秋山　稔先生

［日 時］ 12月2日（土曜日） 午後3：00～
［場　所］ 内　町文化会館
［第１部］ 高田 宏氏（作家）講演
［第2部］ オーケストラ・アンサンブル金沢のフルメンバーによるコンサート

※無料です。多くの方のご参加お待ちして
おります。11月はオーケストラ・アンサ
ンブル金沢に関するプレイベントを予定
しています。

内 砂丘フェスティバル2006
「内　！夢抱く子らを育む町に」

～ふるさとの自然美を詩から再発見して～

砂
丘
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

4月からすでに回収しているもの

● 洗剤、ソース、シャンプー、リンス、
ウォッシャー液などのボトル類

● アイスクリーム、ヨーグルト、プリン、
乳酸飲料などのカップ類

● カップめん、肉・魚・野菜・惣菜トレー、
トロ箱などの発泡スチロール容器

・いちご、卵などのパック類

・豆腐、味噌、マーガリンなどの
ケース類

10月から 
卵やいちごのパックなども資源として回収します 卵やいちごのパックなども資源として回収します 

収集された容器包装プラスチックは原材料として再利用します。みなさまのご協力をお願いします。

出し方

TEL

TEL

【問い合わせ先】
教育委員会　生涯学習課

286－6716TEL

7
2006.10.5

内　砂丘フェスティバル2006ポスター募集結果決まる！
たくさんの応募ありがとうございました。実行委員会・スタッフ一同明るい気持ちでスタートしました。

審査の結果3点が選ばれました。
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防
　
災

非常持ち出し品の用意（水、非常食品、ラジオ、懐中電灯、応急医薬品等）と、避難場所までの
経路の確認だけはぜひともやっておきましょう。他の備えについても今日はこれ、明日はあれ、
といったように少しずつでも固めていきましょう。家族で「もしも地震が起こったら」等と会話するだけで
も結構です。まずは防災意識を高めることから、「災害に強いまちづくり」をみんなで行っていきましょう。

秋に発生する台風は、海面温度が高いた

め発達しやすく、ときに大きな被害をもた

らします。9月が過ぎたとはいえ、台風が

襲来する危険性はまだ十分にあります。た

だし、台風は地震のように突然襲ってくる

ものではありません。気象情報に注意し

ながら、備えをしっかりしましょう。

情報はテレビ、ラジオだけでなく町が防

災行政無線で発信する情報にもよく注意

しましょう。

自然災害の発生を未然に防ぐことはできませんが、日頃から備えをすることで被害を
最小限にとどめることができます。いまいちど防災について、考えてみませんか。

台風への備え

災害はいつ発生するかわからず、また、

一旦大きな災害が発生すれば、行政区域な

どは関係なく、隣接する町や市が助け合い、

また住民同士が助け合うことは当然のこと

です。

8月27日（日）粟崎小学校運動場を会場

に、金沢市・内 町合同震災訓練が行われ

ました。この訓練は、昨年8月に結ばれた

「金沢市・内 町災害相互応援協定」に基づ

く初めての合同訓練で、金沢市粟崎町の粟

崎小学校校下からは約900名、内 町から

は約120名の町民が参加しました。会場で

は消火訓練、炊き出し訓練、また、現場本部

での山出金沢市長と八十出町長との携帯電話を利用したテレビ会議など、34種目の訓練が繰り広げられ、両市

町長は会場で安全安心の街づくりに向けお互いの連携を確認しあいました。

金沢市・内 町合同震災訓練を実施

非常持
出袋 
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よ
さ
こ
い

●新琴似 天舞龍神
（第15回ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り ＹＯＳＡＫＯＩソーラン大賞）

●うちなだ愉快な仲間たち

●神楽天心

●向粟崎小学校

●清湖小学校

●大根布小学校

●西荒屋小学校

●各大会上位入賞チーム　

約25チーム　1,000人参加

参加チーム

ＹＯＳＡＫＯＩソーラン日本海の大会が内 町でもサ

テライト会場として開催されます。北海道大会の

優勝チームの可憐で迫力のある演舞や、町内小学

校チームなどの演舞が披露されます。当日、会場

には出店もあり、みんなで総踊りもやります。

皆さん、お祭り気分でお気軽にご来場下さい。



プ
ラ
ッ
ツ
／
男
女
共
同
参
画
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Vol.17

●キンボール体験教室（無料）大玉を使って動く、誰もが楽しめるスポーツです！
開催日時：10／10･17･24･31（毎週火曜日全4回）19：30～21：00
場 所：内 中学校体育館
対 象：年齢問わずどなたでも（１回、２回の参加でも構いません）
※動きやすい服装と体育館シューズで。キンボールの仲間が待っています！

まさに、スポーツの秋真っ盛りですね。皆さんそれぞれ
に、ご活躍のことと思います。先月には体育館開放時に
体力測定を行いました。魚のさばき方教室もありまし
た。今月は、前半に秋ハイキング（10/8）、後半に加賀
野菜料理教室（10/28）を行う予定です。料理教室には
まだ空きがありますので、今からでもお申し込みは間に
合います。また、キンボールの体験教室を下記のように
行いますので、奮ってご参加下さい。

●Eメール platz-u@m2.spacelan.ne.jp ●ホームページ http://www2.spacelan.ne.jp/~platz-u/index.htmlTEL /FAX.286-1231
スポーツクラブプラッツうちなだ事務局（内　町文化会館内）［月 10時～17時　火～金 10時～18時　第2・4土 13時～17時］ 
 

問い合わせ先

★体育館は滑ると危ないの
で、必ず上履きをご用意
ください。

●プラッツの会員無料開放は次の通りです。
イベント・セミナー名

プール開放

体育館開放

体育館開放

初心者エアロビクス（昼）

初心者エアロビクス（夜）

太極拳

10/21・11/18

10/8・11/12

10/22・11/26

10/13・11/10

10/23・11/27

毎週火曜日（第１を除く）

10:00～12:00

13:00～16:00

13:00～16:00

10:00～11:30

19:45～21:00

13:30～15:00

温水プール

向粟崎体育館

勤労者体育センター

勤労者体育センター

向粟崎小学校体育館

向粟崎体育館

日 時 間 場 所

3
歳
児
神
話
と
は
本
当
で
し
ょ
う
か
。
3
歳
児
神

話
と
は「
子
ど
も
は
三
歳
ま
で
、
常
時
家
庭
に
お
い
て

母
親
の
手
で
育
て
な
い
と
子
ど
も
の
そ
の
後
の
成
長

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
」と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
考
え

が
広
ま
っ
た
の
は
1
9
6
0
年
代
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
影
響
は
大
き
く
1
9
9
2
年（
平
成
4

年
）に
国
が
行
っ
た
調
査
に
お
い
て
も
、
約
9
割
の
既
婚
女
性
が「
子
供
の
小
さ
い

う
ち
は
母
親
は
仕
事
を
持
た
ず
家
に
い
る
の
が
望
ま
し
い
」と
い
う
考
え
に
賛
成

し
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
は
、「
子
ど
も
が
0
歳
な
ら
親
も
親
と
し
て
0
歳
。
子
ど
も
が
物
心
つ

く
ま
で
は
親
子
で
ゆ
っ
く
り
成
長
で
き
た
ら
い
い
ね
」と
周
囲
の
愛
情
あ
ふ
れ
る

心
遣
い
が
起
点
で
あ
っ
た
と
も
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
子
育
て
に
対
す
る「
母
性
」

の
果
た
す
役
割
が
過
度
に
強
調
さ
れ
、
絶
対
視
さ
れ
る
中
で
、「
母
親
は
育
児
に
専

念
す
る
も
の
」と
い
う
社
会
的
規
範
が
広
く
浸
透
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
養
育
に
は
、
量
的
な
も
の
よ
り
、
質
的
な
充
実
が
大
切
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
養
育
の
質
と
は
、
就
労
し
て
い
る
と
か
、
い
な
い

と
か
に
関
わ
り
な
く
、
親
の
精
神
的
安
定
と
家
庭
内
外
で
の

対
人
関
係
の
よ
さ
、
子
供
と
過
ご
す
時
間
が
充
実
し
て
い
る

こ
と
な
ど
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
家
族
に
は
、
男
女
が
共
に
家
庭
内
で
の
責
任

を
果
た
す
と
と
も
に
そ
の
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

「
育
児
」は「
育
自
」、「
教
育
」は「
共
育
」で
。

まちづくり政策部企画財政課　
男女共同参画室

●電話 286－6723 ●FAX 286－0617
●e-mail danjyo@town.uchinada.lg.jp

「
共
育
」〜

み
ん
な
で
子
育
て
を

「
共
育
」〜

み
ん
な
で
子
育
て
を
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国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー

9月12日は内 中学校へ運動会を見に行きました。前にも観客として日本の運動会を見に行ったことが数回ありますが、石川に
来てから初めての運動会だったため、内中の運動会を見るのを楽しみにしていました。開会式が終わった後、騎馬戦で始まったそ
れぞれの種目を見ていると生徒達の勢いや協力を実感できて、私も楽しそうで一緒にやりたくなりました。運動会の色々な様子を
見ながら、自分が小学校に通っていた時代を思い出して感動しました。
そういえば、小学校時代には、「ヒルトップ・ゲームズ」という五輪をテーマにしたスポーツ大会が小学校で毎年あって、僕はい

つも参加していました（ヒルトップ＝丘の上＝小学校の名称）。そこで、走り高跳びに毎年挑戦してみて、何回も棒にぶつかって失
敗していたのですが、5年生のときはやっと成功できて銀メダルに入賞したのです。（最近まで母がそのメダルを小学校時代の写真
と一緒に飾っていたのですが…。）
スポーツはやっぱり、たくさんの感動する思い出の元になりますね。

内中での運動会

内 でもそういう思い出を刻み込むことが最近できました。先日は役場の友達と一緒に「キンボール」をやってみましたが、も
しかして「キンボール」というと、「まあ、聞いたこと無いね」とか「どういうことかなぁ」とか思いたくもなりますよね？僕もそ
う思いましたが、インターネットで調べてみると、「キンボール」というのは、1986年カナダ人のマリオ・ドゥマース氏によって
生み出された屋内球技スポーツであるということが分かりました。日本キンボール連盟まであるそうです。だって、アメリカ人の
僕は何十年間もカナダの隣に住んでいても、日本に引っ越す前には全然聞いたことがなかったのですが、面白そうなのでやってみ
ました。すると、本当に楽しい経験ができました。
キンボールのやり方はなかなか簡単です。4人を1チームとして「ピンク」「グレー」「ブラック」の3色に色分けされた3チームで

15分の試合を行ないます。ボールを持つチームから3人がボールをセットし、一人はヒッターとして別のチームの色を呼び、ボー
ルを手で打ちます。呼んだチームがボールをキャッチできたらそのチームの打つ番になって、失敗したらそれ以外のチームは1点を
得点します。別のチームがキャッチできないようにボールを打つのがポイントですね。
しかし、本当に面白いのは、ボールのサイズです。キンボールで使う球は、直径122cmでまるくてデッカくて、キャッチしたり

打ったりするときは体全体を動かさなければなりません。しかもボールはラテックス製で重くないため、あまり力を入れなくても
遠く打てて、チームのメンバーと一緒に色々な作戦やフェイントを考えて試合でやってみるのも本当に楽しいです。
これからも友達と一緒にいっぱいキンボールをやろうと思います。皆さんも、いつかキンボールをやってみてください。（プラッ

ツで今月体験教室をやるそうです。）

「キンボール」発見

蓮湖渚公園実施設計業務委託
宮坂南線道路改良工事に伴う測量設計委託業務（その2）
子育て支援センター施設整備工事実施設計・監理業務委託
清湖学童保育クラブ施設整備工事実施設計・監理業務委託

8月30日
8月30日
8月30日
9月6日

1
2
3
4

㈱国土開発センター
㈱東洋設計
㈱織田設計
㈱織田設計

2,782,500
1,050,000
1,837,500
1,417,500

入 札 名入札月日番 号

（100万円以上） （単位：円）

落札業者 契約金額（税込み）

北部土地区画コミュニティ7号路線道路舗装工事
湖西2号線舗装改良工事
北部土地区画H街区区画道路舗装工事
北部土地区画内 砂丘中央線舗装工事（H街区）
北部土地区画道路照明設置工事（H街区）
北部土地区画テレビ機器設備工事（H街区）
北部土地区画道路照明設置工事（北部東西線・幹線4号路線）
北部土地区画道路照明管路工事（大学宮坂線H街区）
北部土地区画5号井戸揚水機設備工事
湖西1号マンホールポンプ設置工事
大学消雪井戸改修工事（NO.23）
千鳥台消雪井戸改修工事（NO.8）

8月30日
8月30日
8月30日
8月30日
8月30日
8月30日
8月30日
8月30日
8月30日
8月30日
9月4日
9月4日

●内 町では、公平な入札・契約を推進するため、入札予定価格の事前公表をしています。対象は予定価格130万円以上の建設工事です。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

加州建設㈱
吉田道路㈱
㈱ロードアンドスポーツ
㈱ソテック
三幸電設㈱
浜田電機㈱
（有）東電気商会
（有）光伸電機
成瀬電気工事㈱
㈱柿本商会
金沢鑿泉㈱
金沢鑿泉㈱

17,535,000
14,175,000
7,192,500
3,412,500
11,970,000
7,171,500
4,061,400
1,785,000
10,815,000
6,345,255
3,129,000
1,470,000

入 札 名入札月日番 号

（予定価格公表工事130万円以上） （単位：円）

落札業者 契約金額（税込み）
18,057,900
14,514,150
7,659,750
3,609,900
12,343,800
7,449,750
4,219,950
1,848,000
11,376,750
9,064,650
3,297,000
1,547,700

予定価格（税込み）

平成18年度入札契約一覧



し
い
の
実み

を

て
の
ひ
ら
に

空そ
ら

を
あ
お
げ
ば

あ
ふ
れ
く
る
銀ぎ

ん

河が

耳み
み

を
す
ま
せ
ば

り
ん
ろ
ろ
ん

り
ん
ろ
ろ
ん

天て
ん

の
心し

ん

か
ら

り
ん
ろ
ろ
ん

地ち

球き
ゅ
う

の
中な

か

の
け
し
つ
ぶ
の

そ
の
ま
た
つ
ぶ
の
つ
ぶ
つ
ぶ
の

つ
ぶ
つ
ぶ
つ
ぶ
の
こ
の
ぼ
く
の

小ち
い

さ
な
胸む

ね

に

り
ん
ろ
ろ
ん

宇う

宙ち
ゅ
う

が
響ひ

び

く

り
ん
ろ
ろ
ん

り
ん
ろ
ろ
ん

高
橋
忠
治
詩
集
「
り
ん
ろ
ろ
ん
」

か
ど
創
房
　
刊

加
齢
と
と
も
に
誰
に
で
も
体
力
低

下
、
容
姿
の
衰
え
は
や
っ
て
き
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
20
代
の
体
と
心
の
モ
ノ

サ
シ
で
生
き
て
い
た
ら
大
変
。
体
調

不
良
、
心
の
不
調
と
気
長
に
の
ん
び

り
つ
き
あ
う
日
常
を
綴
る
。「
そ
ん
な

に
が
ん
ば
ら
な
く
て
も
、
い
い
と
思

う
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら

れ
た
更
年
期
エ
ッ
セ
イ
。

群
　
よ
う
こ
　
著

ぬ
る
い
生
活

甲
子
園
と
い
う
大
舞
台
で
そ
の

潜
在
能
力
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
発

揮
し
た
松
坂
、
清
原
、
連
続
敬
遠
さ

れ
る
こ
と
で
伝
説
に
な
っ
た
松
井
、

不
完
全
燃
焼
の
ま
ま
甲
子
園
を
去

ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
江
川
、
イ
チ

ロ
ー
…
。
才
能
と
努
力
が
せ
め
ぎ

合
う
夢
舞
台
に
登
場
し
た
伝
説
の

球
児
た
ち
の
軌
跡
を
追
う
。

小
関
　
順
二
　
著

甲
子
園
怪
物
列
伝

日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に

「
毒
」は
潜
む
―
。
財
閥
企
業
で
社

内
報
を
編
集
す
る
主
人
公
・
杉
村

三
郎
が
、
私
立
探
偵
・
北
見
を
訪
れ

て
出
会
っ
た
の
は
、
連
続
青
酸
カ
リ

無
差
別
殺
人
事
件
で
祖
父
を
亡
く

し
た
と
い
う
女
子
高
生
だ
っ
た
。
前

作『
誰
か
』の
続
編
と
な
る
現
代
ミ

ス
テ
リ
ー
。

宮
部
　
み
ゆ
き
　
著

名
も
な
き
毒

毎
月
、
第
二
土
曜
日
に
お
は

な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。

絵
本
や
紙
芝
居
を
、
親
子
で

聞
き
に
き
ま
せ
ん
か
？

10
月
14
日
（
土
）
午
前

10
時
30
分
〜

図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

日
時

場
所

旭
山

あ
さ
ひ
や
ま

動
物
園

ど
う
ぶ
つ
え
ん

へ
よ
う
こ
そ
！坂

東
ば
ん
ど
う

元げ
ん

余よ

韻い
ん

を
聞き

く

白
洲

し

ら

す

正ま
さ

子こ

災
害

さ
い
が
い

の
あ
と
始し

末ま
つ

林は
や
し

春は
る

男お

脳の
う

を
鍛き

た

え
る
さ
か
さ
こ
と
ば

伊い

藤と
う

文
人

ふ

み

と

森も
り

と
氷
河

ひ
ょ
う
が

と
鯨

く
じ
ら

星ほ
し

野の

道み
ち

夫お

ぼ
く
、
ド
ラ
え
も
ん
で
し
た
。

大
山

お
お
や
ま

の
ぶ
代よ

家か

相そ
う

の
よ
く
な
る
設
計

せ
っ
け
い

と
間
取

ま

ど

り

富
塚

と
み
ず
か

崇
史

た
か
ふ
み

御
社

お
ん
し
ゃ

の
営
業

え
い
ぎ
ょ
う

が
ダ
メ
な
理り

由ゆ
う

藤
本

ふ
じ
も
と

篤あ
つ

志し

情
報

じ
ょ
う
ほ
う

モ
ラ
ル
宣
言

せ
ん
げ
ん

久
保
田

く

ぼ

た

裕
ゆ
た
か

新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

や
さ
し
い
た
の
し
い
こ
ど
も
の
お
や
つ

野の

口ぐ
ち

真
紀

ま

き

赤あ
か

い
指ゆ

び

東
野

ひ
が
し
の

圭け
い

吾ご

季き

節せ
つ

感か
ん

、
あ
ふ
れ
る
情
景

じ
ょ
う
け
い

白は
く

山
麓

さ
ん
ろ
く

。

馳は
せ

浩
ひ
ろ
し

･
自
然
派

し

ぜ

ん

は

マ
ガ
ジ
ン
山や

ま

女め

【
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ

新し
ん

日に

本ほ
ん

映え
い

画が

社し
ゃ

り
ん
ろ
ろ
ん

高
橋

忠
治

今
月
の
オ
ス
ス
メ
本

◆
土
曜
お
は
な
し
会

12
2006.10.5

図
書
館
情
報

図書館に対するご意見ご感想をお寄せください。図書の
蔵書予約は電話やFAXでも受け付けます。また、ご自宅の
パソコンから図書の検索、予約ができますが、インターネッ
ト予約には事前の登録が必要です。

286-1930
286-1931

http://www.town.uchinada.
ishikawa.jp/ilis/index.html

TEL
FAX



か
ほ
く
市
河
北
郡
防
火
協
会
は
各
事
業
所
に

お
け
る
防
火
意
識
の
高
揚
と
、
初
期
消
火
技
術

の
向
上
を
目
指
し
て
、
消
火
技
術
競
技
大
会
を

８
月
26
日（
土
）津
幡
町
の
住
吉
公
園
に
お
い
て

行
い
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
事
業
所
を
代
表

す
る
選
手
の
皆
さ
ん
が
屋
内
消
火
栓
の
部
と
消

火
器
の
部
に
分
か
れ
て
迅
速
か
つ
確
実
性
に
つ

い
て
競
技
を
行
い
、
日
頃
か
ら
職
場
で
培
っ
た

初
期
消
火
技
術
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

当
町
の
入
賞
さ
れ
た
事
業
所
チ
ー
ム
は
次
の

と
お
り
で
す
。

☆
屋
内
消
火
栓
の
部

敢
闘
賞

伊
丹
産
業
株
式
会
社

敢
闘
賞

学
校
法
人

金
沢
医
科
大
学

☆
消
火
器
の
部

優
秀
賞（
個
人
賞
）

学
校
法
人

金
沢
医
科
大
学
Ａ

江
尻

理
恵

８
月
30
日
（
水
）か
ら
９
月
５
日
（
火
）ま
で

の
防
災
週
間
に
伴
い
、
町
内
各
地
区
で
は
毎
年

恒
例
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
９
月
３

日（
日
）に
は
ア
カ
シ
ア
町
会
、
９
月
10
日（
日
）

に
は
大
根
布
地
区
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
お
い

て
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
は
地
震
に
よ
り
、
家
屋
が
倒
壊
し
多
く

の
負
傷
者
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
自
宅
か

ら
の
避
難
訓
練
、
応
急
手
当
、
消
火
器
に
よ
る

初
期
消
火
訓
練
等
の
内
容
で
、
住
民
相
互
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
を
十
分
に
発
揮
し
、
全
員
が

自
分
の
役
割
を
迅
速
的
確
に
行
い「
自
分
達
の
地

域
は
自
分
達
が
守
る
」と
の
自
主
防
災
の
原
則
を

合
言
葉
に
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
大

災
害
に
備
え
て
、
一
人
ひ
と
り
が
連
帯
感
を
持

ち
自
主
防
災
の
重
要
性
を
体
験
し
ま
し
た
。

７
月
27
日（
木
）内

町
子
ど
も
消
防
ク
ラ

ブ
は
防
火
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
富
山
県
南
砺
市
で
視
察
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

研
修
内
容
は
、
午
前
中
に
木
彫
り
の
里
創
遊

館
に
て
彫
刻
を
体
験
し
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作

成
、
午
後
か
ら
は
陶
芸
家
の
藤
井
一
範
氏
が
行

っ
て
い
る
爆
陶
を
体
験
し
、
火
の
怖
さ
を
身
に

し
み
て
感
じ
ま
し
た
。
初
め
は
戸
惑
っ
て
い
た

ク
ラ
ブ
員
で
し
た
が
、
研
修
終
了
時
に
は
大
変

充
実
し
た
視
察
研
修
に
な
っ
た
と
満
面
の
笑
み

で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

※
爆
陶
と
は
粘
土
の
中
に
火
薬（
爆
竹
）を
入

れ
て
爆
発
さ
せ
、
火
薬
の
量
や
入
れ
方
に
よ

っ
て
形
が
定
ま
ら
ず
、
こ
れ
を
焼
い
た
も
の

を
陶
芸
品
と
し
て
い
る
も
の
。
藤
井
氏
で
は

こ
の
爆
発
す
る
過
程
を
通
し
て
火
の
怖
さ
や

爆
発
の
怖
さ
を
子
供
達
に
教
え
て
い
る
。

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
８
〜
９
割
は
住
宅

火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。

火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
逃
げ
遅
れ
防
止
の

た
め
に「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」を
設
置
し
ま
し

ょ
う
。

※
内

町
火
災
予
防
条
例
が
改
正
さ
れ
、
一
般

の
住
宅
の
寝
室
及
び
階
段
に
は
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

新
築
の
住
宅
等
は
平
成
18
年
の
６
月
か
ら
、

現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
等
は
平
成
20
年
５
月

31
日
ま
で
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

・
詳
細
は
内

町
消
防
本
部

予
防
課
ま
で

1
２
８
６
ー
３
３
０
１

消
防
だ
よ
り
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◆
地
震
は
忘
れ
た
頃
に

や
っ
て
く
る

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
義
務
化

◆
消
火
技
術
の
技
を
競
う

◆
内

町
子
ど
も

消
防
ク
ラ
ブ
視
察
研
修

住宅用火災警報器実物写真



8
月
31
日（
木
）鶴
ヶ
丘
保
育
所
で
ク
ッ

キ
ン
グ
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

「
食
育
」
事
業
の
一
環
で
、
内

町
健
康
づ

く
り
推
進
員
の
皆
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
こ

の
よ
う
な
調
理
実
習
が
夏
休
み
期
間
中
、
各

児
童
館
で
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
鶴
ヶ
丘
保

育
所
で
は
白
組
の
み
ん
な
が
自
分
た
ち
で

栽
培
し
た
じ
ゃ
が
い
も
を
使
っ
て
の
カ
レ
ー

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

中
に
は「
も
っ
と
早
く
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
」と
意
欲
を
見
せ
る
子
も
。
調
理
後
は

保
育
所
の
み
ん
な
で
作
っ
た
カ
レ
ー
を
お
い

し
く
食
べ
ま
し
た
。

調
理
実
習
で
食
育
を

9
月
2
日（
土
）ハ
マ
ナ
ス
恐
竜
公
園
で
サ

マ
ー
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
で
構
成
す
る
実
行

委
員
会
の
手
で
行
わ
れ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト

も
、
い
よ
い
よ
夏
の
一
夜
の
恒
例
行
事
と
し

て
定
着
し
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
。
今
年
も

計
16
組
の
町
民
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
歌
や
演
奏
、

踊
り
等
で
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。
ど
の
出
演
者
の
皆
さ
ん
も
な
か
な

か
上
手
で
、
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
手
作
り
の

雰
囲
気
で
、
涼
し
い
夜
風
の
な
か
、
出
演
者

も
観
客
も
み
ん
な
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い

る
よ
う
な
、
そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

星
空
と
夜
風
の
中
で

8
月
12
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
、
内

町
か
ら
IT
企

業
視
察
の
た
め
町
職
員
二
名
が
イ
ン
ド
の
チ
ェ
ン
ナ
イ
市

を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
IT
企
業
の
Ｓ
Ｒ
Ｍ
社
社
長
の

ラ
ン
ガ
ナ
ー
タ
ン
さ
ん
よ
り
、
内

町
の
子
ど
も
達
の

た
め
に
と
寄
贈
さ
れ
た
英
語
学
習
教
材
な
ど
約
80
冊
が

届
い
た
も
の
で
す
。
届
い
た
そ
の
日
に
ラ
ン
ガ
ナ
ー
タ

ン
社
長
に
代
わ
っ
て
八
十
出
町
長
か
ら
寺
本
図
書
館
長

へ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

Ｓ
Ｒ
Ｍ
社
は
、
内

町
へ
の
進
出
を
予
定
し
て
い
る
IT

企
業
メ
イ
プ
ル
ズ
社
の
関
連
企
業
で
あ
り
、
社
長
の
ラ

ン
ガ
ナ
ー
タ
ン
さ
ん
に
よ
り
ま
す
と
、
逆
に
現
地
で
は

日
本
語
学
習
熱
が
盛
ん
で
、
日
本
の
文
化
・
芸
術
や
産
業

な
ど
に
対
し
て
も
関
心
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

イ
ン
ド
IT
企
業
か
ら
町
図
書
館
へ

英
語
学
習
教
材
寄
贈

先
日
開
催
さ
れ
た
水
泳
の
全
国
中
学
校
大
会
に

お
い
て
、
内

中
学
校
2
年
の
山
崎
貴
大
君
が
準

優
勝
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。
山

崎
君
は
男
子
2
0
0
ｍ
背
泳
、
男
子
1
0
0
ｍ
背
泳

で
準
優
勝
に
輝
き
、
タ
イ
ム
は
2
0
0
ｍ
で
2
分
4

秒
9
6
、1
0
0
ｍ
で
58
秒
63
と
い
ず
れ
も
1
位
と

の
差
は
１
秒
も
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ン
マ
以
下
の
世

界
、
ま
さ
に
タ
ッ
チ
の
差
。「
最
後
の
ギ
リ
ギ
リ
で
追

い
上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
自
分
と
し
て
は

ベ
ス
ト
を
出
し
切
っ
た
の
で
悔
い
は
な
い
。
来
年
こ

そ
は
優
勝
し
ま
す
。」と
決
意
を
述
べ
る
山
崎
君
。
も

し
か
し
た
ら
北
京
や
ロ
ン
ド
ン
で
彼
の
勇
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

水
泳
で
全
国
中
学
校
大
会
準
優
勝
！
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9
月
1
日（
金
）役
場
町
民
ホ
ー
ル
に
て
、
刺
股

さ
す
ま
た

使
用
訓
練
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

訓
練
は
津
幡
警
察
署
の
松
沢
茂
雄
警
部
補
を
講

師
に
招
き
、
内

町
職
員
を
対
象
に
行
わ
れ
、
不
審

者
侵
入
時
の
刺
股
の
使
用
方
法
や
、
刺
股
が
な
い
場

合
の
対
応
方
法
を
、
実
演
を
通
し
て
教
わ
り
ま
し

た
。
終
わ
り
に
、
宮
田
里
士
内

交
番
所
長
よ
り

「
今
回
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
訓
練
を
継
続
し
て
行

い
、
い
ざ
と
い
う
場
面
に
備
え
る
こ
と
が
大
事
」と

講
評
が
あ
り
ま
し
た
。
現
実
に
こ
の
よ
う
な
道
具

を
使
う
こ
と
が
な
い
よ
う
祈
り
た
い
も
の
で
す
。

さ
す
ま
た
で
不
審
者
撃
退

T
h
e
B
ic
yc
le
fo
r
E
ve
ryo
n
e
,s
E
a
rth

頭
文
字
を
取
っ
て
通
称B

e
e

（
蜂
）。

様
々
な
国
籍
の
若
者
か
ら
な
る
こ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
自
転
車
で

移
動
し
な
が
ら
地
球
環
境
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
行
が
9
月
8
日（
金
）内

の
清
湖
小
学
校
、
大
根
布
小

学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
日
に
焼
け
た
笑
顔
の
メ
ン
バ
ー
は
地
球
・

空
気
・
水
・
植
物
・
動
物
、
こ
の
ど
れ
か
一
つ
が
欠
け
て
も
生
態
系
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
な
ど
を
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
子
供
た

ち
に
教
え
、
環
境
問
題
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
後
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プS

w
itc
h

う
ち
な
だ
や
内

花
の
会
の
メ
ン

バ
ー
と
交
流
を
深
め
、
次
の
目
的
地
金
沢
市
へ
と
さ
わ
や
か
に
走
り

去
っ
て
行
き
ま
し
た
。

私
た
ち
一
人
一
人
が
環
境
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で

す
ね
。

か
け
が
え
の
な
い
地
球
を
大
切
に

9
月
18
日（
月
・
祝
）内

町
文
化
会
館

で
敬
老
の
日
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
集
ま
っ
た
の
は
町
内
に
お
住
ま
い
の

数
え
75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
。
現
在
内

町

に
住
む
数
え
75
歳
以
上
の
方
は
男
性
7
4

5
人
、
女
性
1，

2
7
0
人
、
計
2，

0
1

5
人
で
、
圧
倒
的
な
男
女
比
に
会
場
か
ら
は

感
嘆
の
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
式
典

で
は
大
清
台
清
友
ク
ラ
ブ
会
長
の
森
井
道

男
さ
ん
に
よ
り
、
交
通
安
全
宣
言
が
行
わ

れ
、
引
き
続
き
御
供
田
幸
子
一
座
に
よ
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
楽
し
み
ま
し
た
。

達
者
で
な
に
よ
り

9
月
5
日（
火
）役
場
町
長
室
に
て
、
内

町
行
財
政

改
革
推
進
委
員
会
の
木
村
高
宏
委
員
長
が
八
十
出
町
長

に
行
財
政
改
革
大
綱
の
最
終
答
申
を
行
い
ま
し
た
。
木

村
委
員
長
は
答
申
提
出
に
際
し「
単
な
る
作
文
に
終
わ

ら
な
い
よ
う
、
課
題
を
把
握
し
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
今
後
も
随
時
必
要
な
も
の
に
は
手
を
入
れ
て
い
く
、

改
革
は
止
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
述
べ
ま
し
た
。

今
回
の
行
財
政
改
革
大
綱
は
、
計
画
期
間
を
平
成
18

年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
4
年
間
と
し
、
事
務
事

業
の
見
直
し
や
職
員
の
定
数
管
理
な
ど
92
項
目
か
ら
な

り
、
各
項
目
で
具
体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
推
進
委
員
会
が
大
綱
の
進
捗
状
況
等
を

調
査
し
て
い
き
ま
す
。

行
財
政
改
革
大
綱
の
最
終
答
申
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総　 務　 課 1286-6720
税　 務　 課 1286-6706

お問い合わせは
こちらまで

役場代表 1286-1111

総 務 部

企画財政課 1286-6723
行財政改革推進室 1286-6723
男女共同参画室 1286-6723
情報政策課 1286-6753
公聴広報室 1286-6753

ま ち づ く り 政 策 部

町民生活課 1286-6701
次世代育成支援対策室

1286-6701
環境対策室 1286-6701
健康推進課 1286-6702
介護福祉課 1286-6703
地域包括支援センター

1286-6703

町 民 福 祉 部

産業振興課 1286-6708
企業立地推進室 1286-6708
都市建設課 1286-6710
北部開発対策室 1286-6713

都 市 整 備 部

水道電気課 1286-1115
下 水 道 課 1286-6718

企 業 局

生涯学習課 1286-6716
学校教育課 1286-6717

■会　計　課 1286-6707
■議会事務局 1286-6715
■保健センター 1286-6101
■消 防 本 部 1286-3301

■図　書　館 1286-1930
■文 化 会 館 1286-1123
■働く女性の家 1237-6440
■屋内温水プール 1286-1800
■（財）公共施設等管理公社

1286-1800
■社会福祉協議会 1286-6953

教 育 委 員 会
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内
　
町
嘱
託
職
員
募
集

（
財
）内
　
町
公
共
施
設
等

管
理
公
社
パ
ー
ト
募
集

内
　
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
！

募
　
集

パ
ー
ト
職
員
募
集

内
　
町
統
計
調
査
員
募
集
に
つ
い
て

■
職
種
及
び
採
用
人
員

・
事
務
補
助
員（
保
健
セ
ン
タ
ー
勤
務
）（

一
名
）

■
応
募
資
格

・
満
年
齢
55
歳
以
下
の
方

・
普
通
自
動
車
免
許
保
有
者
で
パ
ソ
コ
ン（
エ

ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
）を
使
用
で
き
る
方

※
年
齢
は
、
平
成
18
年
10
月
31
日
現
在

■
勤
務
条
件

１．
賃

金

月
額
１
３
５，
６
０
０
円

２．
勤
務
日

原
則

月
〜
金
曜
日

３．
そ
の
他

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、

雇
用
保
険
有
、
そ
の
他
町
規
定
に
よ
る
。

■
採
用
予
定
日
▼
11
月
１
日（
水
）

■
応
募
期
限
▼
10
月
18
日（
水
）

■
応
募
要
領

総
務
部
総
務
課
で
交
付
す
る
願
書
、
履
歴
書
を

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験

日
時
、
場
所
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部

総
務
課

内

町
で
は
、
国
勢
調
査
や
工
業
統
計
調
査

と
い
っ
た
各
種
統
計
調
査
の
統
計
調
査
員
と
し

て
、
統
計
調
査
の
業
務
に
従
事
し
て
く
だ
さ
る

方
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の

大
切
な
基
礎
資
料
と
な
る
統
計
調
査
に
皆
様
も

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

統
計
調
査
員
の
募
集
に
つ
い
て
関
心
を
お
持

ち
の
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
政
策
部

情
報
政
策
課

■
職
種
及
び
採
用
人
員

受
付
事
務
及
び
清
掃
管
理
他

２
名

■
応
募
資
格

内

町
在
住
で
満
年
齢
60
歳
ま
で
の
健
康
な
方

■
勤
務
条
件

１．
賃

金

時
給

７
６
０
円

２．
勤
務
日

週
３
日
程
度

３．
勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

午
後
３
時
〜
午
後
10
時

４．
そ
の
他

時
間
外
勤
務
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

■
採
用
予
定
日
▼
11
月
１
日（
水
）

■
応
募
期
限
▼
10
月
15
日（
日
）

■
応
募
要
領

(

財)

内

町
公
共
施
設
等
管
理
公
社
で
交
付

す
る
願
書
に
履
歴
書
を
添
え
て
期
限
ま
で
に
提

出
し
て
下
さ
い
。

■
面
接
試
験

日
時
・
場
所
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

(

財)

内

町
公
共
施
設
等
管
理
公
社
事
務
局

（
屋
内
温
水
プ
ー
ル
内
）1
２
８
６
―

１
８
０
０

豊
か
な
経
験
と
能
力
を
臨
時
的
・
短
期
的
な

仕
事
を
通
じ
て
活
か
し
、
働
く
こ
と
を
通
し
て

社
会
参
加
し
た
い
方
、
ま
た
、「
何
に
も
で
き
な

い
け
ど
草
む
し
り
な
ら
好
き
だ
わ
。」「
掃
除
な

ら
で
き
る
わ
。」と
思
っ
て
お
い
で
る
方
、
会
員

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
？

※
庭
木
剪
定
業
務
に
興
味
の
あ
る
方
、
軽
四
ト

ラ
ッ
ク
持
込
で
き
る
方
も
大
歓
迎
。

■
問
い
合
わ
せ
先

内

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

内

町
大
清
台
１
４
０（
内

町
文
化
会
館
内
）

1
２
８
６
―

２
９
９
２

■
職
種
及
び
採
用
人
員

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
児
童
厚
生
員

若
干
名

■
応
募
資
格

内

町
在
住
で
年
齢
55
歳
ま
で
の
健
康
な
方

■
勤
務
条
件

１．
賃
金

時
給
８
６
５
円

２．

勤
務
日
・
時
間

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の

午
後
１
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

■
採
用
予
定
日
▼
11
月
１
日（
水
）

■
応
募
期
限
▼
10
月
20
日（
金
）

■
応
募
要
領

町
民
生
活
課
で
交
付
す
る
願
書
、
履
歴
書
を
応

募
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験

日
時
、
場
所
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

町
民
生
活
課
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一
日
合
同
行
政
相
談
所
の
開
設

交
通
事
故
を
無
く
そ
う
！

飲
酒
運
転
は
絶
対
ダ
メ
！！

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
に
ご
協
力
を

意
思
表
示
カ
ー
ド
を

お
持
ち
く
だ
さ
い

不
妊
治
療
費
の
助
成
を

行
な
い
ま
す

お
知
ら
せ

65
歳
か
ら
69
歳
ま
で

医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内

町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）か
ら
支
払
っ
た
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
18
年
10
月
１
日
以
後
の
診
療
分

か
ら
助
成
金
支
給
の
補
助
率
が
２
分
の
１
か
ら

３
分
の
１
に
変
わ
り
ま
す
。

■
今
月
の
該
当
者

昭
和
16
年
11
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

【
注
】65
歳
に
な
ら
れ
る
方
で
身
体
障
害
者
１

級
・
２
級
・
３
級
及
び
療
育
Ａ
・
Ｂ
の
手
帳
を
お

持
ち
の
方
、
ま
た
、
現
役
世
代
並
み
所
得
が
あ

る
方（
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
あ
り
、

か
つ
単
身
世
帯
で
３
８
３
万
円
以
上
の
年
収
の

あ
る
方
）は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

■
申
請
受
付
開
始
日
▼
10
月
25
日（
水
）

※
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
後
日
案
内
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

健
康
推
進
課

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
週
間
に
ち
な
ん
だ

行
事
の
一
環
と
し
て
、
各
種
行
政
機
関
が
参
加

す
る「
一
日
合
同
行
政
相
談
所
」を
下
記
の
と

お
り
開
設
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
日
時
▼
10
月
17
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
所
▼
香
林
坊
大
和（
金
沢
市
香
林
坊
）

■
一
日
所
長

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム「
ツ
ェ
ー
ゲ
ン
金
沢
」

キ
ャ
プ
テ
ン

阿あ

岸ぎ
し

勝
ま
さ
る

■
お
問
合
せ
先

総
務
省
石
川
行
政
評
価
事
務
所

1
２
２
２
―

５
２
３
１（
代
表
）

最
近
、
飲
酒
運
転
に
起
因
す
る
交
通
事
故
及
び

交
通
人
身
事
故
が
全
国
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
飲
酒
運
転
は
、
重
大
な
事
故
に
直
結

す
る
悪
質
で
大
変
危
険
な
行
為
で
あ
り
、
絶
対

に
や
っ
て
は
い
け
な
い
事
で
す
。

さ
ら
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
事
故
を
起
こ
し

た
者
だ
け
で
な
く
、
同
乗
者
、
ま
た
原
因
と
な

っ
た
酒
の
場
に
同
席
し
て
い
た
者
、
運
転
す
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
上
で
酒
を
提
供
し
た
者

ま
で
も
、
罪
に
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

絶
対
に「
飲
酒
運
転
は
ダ
メ
！
」と
い
う
意
識

を
持
っ
て
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
内

町
内
で
横
断
歩
道
で
は
な
い
箇

所
を
横
断
し
て
い
る
際
に
交
通
事
故
に
遭
遇
す

る
事
案
が
増
え
て
い
ま
す
。
特
に
町
道
幹
１
号

向
粟
崎
・
大
根
布
線（
通
称：

医
科
大
通
り
）は
道

路
幅
員
も
広
く
横
断
す
る

ま
で
の
時
間
も
予

想
以
上
に
か
か
り

ま
す
。
近
道
を
、
と

軽
い
気
持
ち
で
の

行
為
が
重
大
な
事

故
を
招
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
歩
行

者
の
方
も
運
転
者
の
方
も
、
双
方
が
注
意
し
て

悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

白
血
病
な
ど
の
血
液
難
病
は
、
以
前
は
有
効

な
治
療
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
骨
髄
移

植
に
よ
り
健
康
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
骨
髄
を
提
供
し
て

く
だ
さ
る
方
が
た
り
ま
せ
ん
。
骨
髄
バ
ン
ク
登

録
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
骨
髄
ド
ナ
ー
の
登
録
は
、
常
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
最
寄
り
の
県
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー（
保
健
所
）ま
た
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）骨
髄
移
植
推
進
財
団

1
０
１
２
０
―

４
４
５
―

４
４
５

石
川
県
健
康
福
祉
部
医
療
対
策
課

1
２
２
５
―

１
４
３
３

意
思
表
示
カ
ー
ド
を
携
帯
す
る
こ
と
で
臓
器

移
植
に
対
す
る
あ
な
た
の
意
思
を
示
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

意
思
表
示
カ
ー
ド
は
、
役
場
、
郵
便
局
、
運

転
免
許
試
験
場
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

（
社
）日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

1
０
１
２
０
―

７
８
―

１
０
６
９

（
財
）石
川
県
臓
器
移
植
推
進
財
団

1
２
８
６
―

３
５
１
１

内

町
で
は
、
不
妊
治
療
を
行
な
う
夫
婦
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
少
子
化
対
策
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
不
妊
治
療
の
助
成
制
度

を
始
め
ま
し
た
。

■
対
象
と
な
る
治
療

(

平
成
18
年
４
月
以
降
の
治
療
が
対
象)

Ａ

保
険
診
療
の
適
用
に
な
ら
な
い
体
外
受

精
、
顕
微
授
精

Ｂ

保
険
診
療
の
適
用
に
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
療

法
、
保
険
診
療
の
適
用
に
な
ら
な
い
人
工

授
精
等

■
対
象
者

・
戸
籍
上
の
夫
婦
で
あ
っ
て
、
両
者
又
は
一
方

が
内

町
に
住
所
を
有
す
る
方

・
夫
婦
合
算
の
年
間
所
得
金
額
が
６
５
０
万
円

未
満
の
方

・
医
療
保
険
各
法
に
基
づ
く
被
保
険
者
若
し
く

は
組
合
員
又
は
そ
れ
ら
の
者
の
被
扶
養
者
で

あ
る
こ
と

・
Ａ
に
つ
い
て
は
石
川
県
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
の
決
定
を
受
け
て
い
る
者

■
助
成
内
容

・
Ａ
に
つ
い
て
は
、
石
川
県
不
妊
治
療
費
の
助
成

金
10
万
円
を
除
い
た
自
己
負
担
額
に
つ
い
て

１
年
度
あ
た
り
５
万
円
を
限
度
に
助
成
。
通

算
５
年
間
を
限
度
と
す
る
。

・
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
１
年
度
あ
た
り
５
万
円
を
限

度
に
助
成
。
通
算
２
年
間
を
限
度
と
す
る
。

■
そ
の
他

申
請
方
法
等
、
詳
細
は
内

町
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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暮
ら
し
の
情
報

犬
の
ふ
ん
の
回
収
は

飼
い
主
が
！

平
成
18
年
度

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

草
類
の
処
理
に
つ
い
て
の
お
願
い

中
小
企
業
子
育
て
支
援
助
成
金

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
！

有料広告募集のお知らせ

広報うちなだ、内 町ホームページに
広告を載せませんか！

「広報うちなだ」
○８分の１ページ相当（５８ｍｍ×８９ｍｍ） １０，０００円／１月
○４分の１ページ相当（５８ｍｍ×１８０ｍｍ）２０，０００円／１月
「内 町ホームページ」
掲載する広告はバナー広告で、１ヶ月を単位とし毎月１日を基準日とします。
○１枠（縦５０ピクセル×横１２５ピクセル） ０５，０００円／１月
詳しくは電話等でお問い合わせください。

問い合わせ先：まちづくり政策部　情報政策課

〈
広
告
〉

（支給対象期間 平成１８年度～平成２２年度までの５年間）

育児休業
＊６か月以上取得し、復帰後６か月以上雇用
継続されていること

短時間勤務制度
＊利用期間に応じ、
次の①～③の
とおり

①６か月以上１年以下

②１年超２年以下

③２年超

１人目

１００万円

６０万円

８０万円

１００万円

２人目

６０万円

２０万円

４０万円

６０万円

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
一
部
自
己
負

担
で
接
種
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

①
満
65
歳
以
上
の
方

②
満
60
〜
64
歳
の
方
で「
心
臓
」「
腎
臓
」「
呼
吸

器
」の
機
能
障
害
が
あ
る
方（
身
体
障
害
者
手

帳
１
、
２
級
を
お
持
ち
の
方
）

※
対
象
者
に
は
、
10
月
中
旬
に「
接
種
券
・
予
診

票
」を
お
送
り
し
ま
す
。

■
接
種
期
間

平
成
18
年
10
月
23
日（
月
）〜

平
成
18
年
12
月
31
日（
日
）

（
た
だ
し
、
休
診
日
は
除
き
ま
す
。）

■
接
種
場
所

町
が
契
約
す
る
医
療
機
関

（
案
内
時
に
一
覧
表
を
送
付
し
ま
す
。）

■
自
己
負
担
額
▼
５
０
０
円

（
医
療
機
関
窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
の
自
己
負
担
は

免
除
さ
れ
ま
す
。

◆
接
種
希
望
者
は
医
療
機
関
に
電
話
予
約
を

し
、「
接
種
券
・
予
診
票
」を
ご
持
参
の
上
、
医

療
機
関
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
期
間
の
後
半
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、

事
前
予
約
は
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

内

町
保
健
セ
ン
タ
ー

町
で
は
、
繰
り
返
し
散
歩
中
の
犬
の
ふ
ん
の

回
収
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
未
だ
に
道
路

上
に
犬
の
ふ
ん
を
見
か
け
ま
す
。
ま
た
、
自
宅

の
庭
先
に
犬
の
ふ
ん
を
さ
れ
て
困
る
と
い
う
苦

情
も
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
部
の
心
な

い
飼
い
主
の
た
め
に
、
町
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ダ

ウ
ン
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ふ
ん
の
放
置
は
、「
内

町
環
境
美
化
条
例
」

に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
の
際
は
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
等
を
携
行
し
、
犬
が
ふ
ん
を
し
た

ら
必
ず
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

環
境
対
策
室

庭
や
畑
で
刈
り
取
っ
た
草
等
を
そ
の
ま
ま
放

置
し
て
お
く
と
、
害
虫
の
発
生
源
と
な
っ
た
り
、

強
風
な
ど
で
飛
ば
さ
れ
ご
近
所
に
迷
惑
を
か
け

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
搬
出
す
る
な
ど
適

正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

環
境
対
策
室

平
成
18
年
４
月
１
日
、
中
小
企
業
に
お
け
る

育
児
休
業
、
短
時
間
勤
務
制
度
の
取
得
促
進
を

図
り
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た「
中
小
企
業
子
育
て
支
援
助
成

金
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
常
時
雇
用
す
る
労

働
者
数
が
１
０
０
人
以
下
の
中
小
企
業
に
お
い

て
、
平
成
18
年
４
月
１
日
以
降
、
育
児
休
業
取

得
者
、
育
児
の
た
め
の
短
時
間
勤
務
制
度
の
適

用
者
の
い
ず
れ
か
が
初
め
て
生
じ
た
場
合
に
、

事
業
主
に
対
し
２
人
目
ま
で
次
の
額
を
支
給
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

石
川
労
働
局
雇
用
均
等
室

1
２
６
５
―

４
４
２
９

■
問
い
合
わ
せ
・
支
給
申
請
先

財
団
法
人
２
１
世
紀
職
業
財
団
石
川
事
務
所

1
２
３
４
―

２
０
４
０
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学
び
の
風

生
涯
学
習
情
報 

学
び
の
風 

学
び
の
風 

第
14
回
金
沢
展
の
ご
案
内

学
校
図
書
館
開
放
の
ご
案
内

菊
薫
る
文
化
芸
術
の
祭
典

第
31
回
内
　
町
総
合
文
化
祭

「
ま
ち
づ
く
り
町
民
塾
」参
加
者
募
集
！

第
26
回
女
性
意
見
発
表
大
会

―
よ
り
よ
い
生
き
方
を
め
ざ
し
て
―

「
若
者
が
夢
を
い
っ
ぱ
い
語
り
活
き
活
き
と

活
動
で
き
る
ま
ち
が
い
い
な
〜
」「
昔
の
よ
う
な

き
れ
い
な
河
北
潟
を
孫
に
見
せ
ら
れ
た
ら
」そ

ん
な
小
さ
な
“つ
ぶ
や
き
”を
お
持
ち
の
方
、
町

民
塾
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。「
ま
ち
づ
く
り
」や
、

「
協
働
」に
つ
い
て
、
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
講
座
内
容

◎
第
１
回「
ま
ち
づ
く
り
っ
て
何
？
」

日
時：

10
月
13
日（
金
）

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時

講
師：

内

町
ま
ち
づ
く
り
政
策
部

西
尾
雄
次
部
長

◎
第
２
回「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
っ
て
何
？
？
」

日
時：

10
月
28
日（
土
）

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時

講
師：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

常
務
理
事

田
中
尚
輝

氏

◎
第
３
回「
さ
わ
や
か
な
人
と
人
の

つ
な
が
り
を
持
つ
た
め
に
」

日
時：

11
月
17
日（
金
）

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時

講
師：

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

森
岡
智
恵
子
氏

■
募
集
人
数
▼
20
名
程
度

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
政
策
部

男
女
共
同
参
画
室

内

高
校
で
は
、
学
校
の
図
書
館
を
町
民
の

皆
さ
ん
に
開
放
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
利
用
日
時

毎
週
月
曜
日

午
前
９
時
〜
正
午

（
長
期
休
業
中
や
入
学
試
験
等
の
場
合
は
閉
館

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

■
利
用
者

内

町
在
住
の
方
で
、
20
歳
以
上
の
方
に
限
り

ま
す
。

■
利
用
方
法

事
務
室
で
来
校
者
の
受
付
を
さ
れ
て
、
図
書
室

に
お
入
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

石
川
県
立
内

高
等
学
校

図
書
課

1
２
３
８
―

５
３
０
１

内

町
絵
画
協
会
員
の
小
作
品
を
ぜ
ひ
皆
様

に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
会
期
▼
10
月
17
日（
火
）〜
22
日（
日
）

■
場
所
▼
浅
の
川
画
廊

■
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

最
終
日
は
４
時
30
分
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

内

町
絵
画
協
会
事
務
局

1
２
８
６
―

２
８
９
３（
南
部
）

文
化
協
会
加
入
団
体
す
べ
て
が
参
加
し
、
開

催
す
る
恒
例
の
文
化
祭
で
す
。

日
頃
練
習
を
重
ね
た
成
果
を
み
な
さ
ん
に
披

露
、
大
輪
の
菊
の
よ
う
に
花
咲
か
せ
ま
す
。

今
回
は
、
金
沢
市
と
の
文
化
交
流
で
湯
涌
公

民
館
、
医
王
山
公
民
館
の
芸
能
発
表
も
計
画
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
抽
選
会
も
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
作
品
展
示（
文
化
会
館
）

◇
絵
画
・
工
芸
・
書
・
写
真
・
俳
文
学
・
華
道
・
菊

花
・
花
の
会
・
内

中
学
校

日
時
▼
11
月
11
日（
土
）〜
12
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◎
芸
能
発
表（
文
化
会
館
）

◇
和
太
鼓
・
邦
楽
・
詩
吟
・
舞
踊
・
謡
曲
・
湯
涌
公

民
館
・
医
王
山
公
民
館
・
銭
太
鼓
・
大
正
琴
・

音
楽
・
民
謡

日
時
▼
11
月
12
日（
日
）午
後
１
時
〜

◎
お
茶
会（
文
化
会
館
）

日
時
▼
11
月
12
日（
日
）午
前
10
時
〜

◎
競
技
部
門

◇
か
る
た
大
会（
ア
カ
シ
ア
公
民
館
）

日
時
▼
11
月
19
日（
日
）午
前
９
時
〜

◇
囲
碁
大
会（
文
化
会
館

和
室
）

日
時
▼
11
月
19
日（
日
）午
前
９
時
〜

◇
将
棋
大
会（
内

中
央
公
民
館
）

日
時
▼
11
月
19
日（
日
）午
前
９
時
〜

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

今
年
も
、
す
ば
ら
し
い
発
表
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

皆
様
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
発
表
を
聞
き
に
、

ま
た
応
援
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

地
区
代
表
者

旭
ヶ
丘
地
区

荒
木

幸
子「
自
分
探
し
」

ア
カ
シ
ア
地
区

杉
村
佳
津
子「
コ
ッ
プ
半
分
の
水
」

緑
台
地
区

大
刀
祢
ち
は
る

「
良
い
事
も
悪
い
事
も
自
分
に
」

千
鳥
台
地
区

福
塚

理
恵「
花
と
イ
ギ
リ
ス
と
私
」

向
陽
台
地
区

川
瀬

薫「
私
と
英
語
」

鶴
ヶ
丘
東
地
区

山
田

良
江「
素
直
な
心
で
前
向
き
に
」

鶴
ヶ
丘
西
地
区

山
下

映
子「
自
分
ら
し
く
、
夢
を
追
い
か
け
て
」

大
根
布
地
区

高
道

ひ
と
み「
私
の
元
気
の
源
」

宮
坂
地
区

上
前

り
ゅ
う
子「
地
域
貢
献
」

西
荒
屋
地
区

高
田

ハ
ル
エ「
山
あ
り
、
谷
あ
り
」

室
地
区

辻
村

薫「
肩
の
力
を
抜
い
て
」

■
日
時
▼
10
月
20
日（
金
）午
後
７
時
30
分
〜

■
場
所
▼
内

町
役
場

町
民
ホ
ー
ル

■
主
催

内

町
連
合
女
性
会
・
内

町
教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課



初
め
て
の
方
で
も
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
書
け
る
よ
う
に

な
る
講
座
で
す
。
10
名
限
定
の
講
座
で
す
の
で

お
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

■
日
時

11
月
６
日（
月
）〜
12
月
４
日（
月
）

毎
週
月
曜
日（
全
５
回
）午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所
▼
内

町
働
く
女
性
の
家

■
講
師

日
本
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
ミ
ッ
ト
協
会
会
長

堀
内

外
喜
夫
先
生

■
受
講
料
▼
２，
５
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

■
持
ち
物
▼
筆
記
用
具

■
募
集
定
員
▼
10
名

■
締
切
日
▼
10
月
27
日（
金
）

■
申
込
先

内

町
働
く
女
性
の
家

1
２
３
７
―

６
４
４
０

F
A
X

２
３
７
―

６
４
４
０

E
-m
ail

jyo
sei@

to
w
n.uchinad

a.ishikaw
a.jp

地
域
で
と
れ
る
旬
の
農
産
物
を
使
っ
た
お
い

し
い
家
庭
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

■
日
時

11
月
13
日（
月
）午
前
10
時
〜
午
後
２
時
ま
で

■
場
所
▼
井
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
調
理
室

■
内
容

地
域
農
産
物
を
使
っ
た
料
理
５
品
程
度

■
募
集
対
象
者

河
北
郡
市
在
住
の
男
性（
大
人
）25
名

（
先
着
順
）

■
参
加
費
▼
３
０
０
円

■
応
募
方
法

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募
。

（
決
定
者
に
は
後
日
詳
細
を
送
付
し
ま
す
。）

■
締
め
切
り
▼
10
月
27
日(

金)

必
着

■
応
募
・
問
い
合
せ
先

９
２
９
―

０
３
２
５

河
北
郡
津
幡
町
字
加
賀
爪
ヌ
40
―

３

河
北
地
区
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
事

務
局
あ
て（
津
幡
農
林
事
務
所
内
）

1
２
８
９
―

４
１
５
８

F
A
X

２
８
８
―

８
２
５
６

【
家
庭
教
育
の
大
切
さ
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

ま
せ
ん
か
】

■
日
時

10
月
24
日（
火
）午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

■
場
所

内

町
役
場
（
３
Ｆ

３
０
１
会
議
室
）

■
内
容

「
み
つ
め
て
ほ
し
い
子
ど
も
の
心
」

〜
石
川
県
内
の
子
ど
も
と
親
の
生
活
と
意
識

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
〜

講
師
…
石
川
県
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
長
補
佐

坂
井

芳
子
氏

■
備
考

入
場
無
料

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い

■
主
催
▼
豊
か
な
心
を
育
む
内

町
民
会
議

■
主
管
▼
学
校
家
庭
支
援
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

工
房

の
熟
年
パ
ワ
ー
で
創
作
し
た
作
品

（
短
冊
架
け
、
行
灯

あ
ん
ど
ん

、
額
縁
、
そ
の
他
木
工
製
品
）

を
展
示
、
販
売
し
て
売
上
の
一
部
を
内

町
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
致
し
ま
す
。

■
日
時

10
月
14
日（
土
）〜
10
月
20
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
場
所

内

町
産
業
会
館
２
階（
工
房「

」）

ひ
ば
り
食
堂
隣

内

町
向
粟
崎
２
丁
目
70

■
問
い
合
わ
せ
先

1
２
３
８
―

１
５
７
９（
工
房

：

本
郷
）

第
19
回
全
国
健
康
福
祉
祭（
10
月
28
日
〜
31

日
、
静
岡
県
内
）に
、
地
区
予
選
を
勝
ち
ぬ
き
石

川
県
代
表
と
し
て
本
町
か
ら
10
名
の
方
々
が
出

場
し
ま
す
。

日
頃
培
っ
た
力
と
技
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
る

よ
う
、
皆
様
の
熱
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

出
場
選
手

◎
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

岡
部

修（
西
荒
屋
）、
上
出
忠
志（
大
根
布
）、

中
村
初
夫（
西
荒
屋
）、
小
笠
時
子（
西
荒
屋
）、

岡
部
マ
サ（
西
荒
屋
）

◎
卓

球

《
監
督
》
浜
野
展
好（
鶴
ヶ
丘
）

◎
弓

道

野
畠
多
恵
子（
鶴
ヶ
丘
）

◎
サ
ッ
カ
ー

川
向
了
典（
緑
台
）

◎
水

泳

柚
木
恵
美
子（
鶴
ヶ
丘
）

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

《
引
率
者
》
横
田
法
男（
向
粟
崎
）

■
問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
福
祉
部

介
護
福
祉
課
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学
び
の
風

家
庭
教
育
ミ
ニ
講
演
会

地
域
農
産
物
を
利
用
し
た

「
男
性
の
家
庭
料
理
教
室
」

Ｐ
Ｏ
Ｐ
デ
ザ
イ
ン
講
座

第
１
回〔
工
房
　
〕会
員
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展

河北郡市リサイクルプラザ内「エコみらい
河北」では、ガラス工芸や、紙すきなどを体
験することができます。

「エコみらい河北」体験教室のご案内

オリジナルコップを
作ろう
（吹きガラス体験)

教室名 開催日

携帯ストラップを
作ろう
（バーナーワーク体験）

サンドブラスト体験

紙すき体験

要予約、紙すき体験のみ無料
問い合わせ・ご予約先：河北郡市広域事務組合「エコみらい河北」

1２８８－４５４５

１０月１４日（土）、
２２日（日）、２８日（土）、
１１月４日（土）、
１５日（水）、２５日（土）

11月２２日(水)

１０月１１日（水）、
２５日（水）、
１１月５日（日）、１９日（日）

１０月１５日（日）
１１月２６日（日）

第3日曜日は家庭の日 家庭や行事で、家族で共に過ごし、絆を深めましょう。

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」に
10
名
が
出
場
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知
っ
得
情
報

9月15日（金）まで受付分

●シングルベッド（マット付） ●和食器
●大根布小男児制服半ズボン140cm（冬用）150cm（夏用）
●チャイルドシート　●ベビーバス　●プラスチック製ラック
●ヤマハエレクトーン　●ピアニカ　●ランドセル（黒色）

交渉成立
希望者

環境
対策室

提供者

登
録

（
6
ヶ
月
）

紹
介 登

録

（
6
ヶ
月
）

http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku
◆不用品リサイクルの登録情報は内 町のホームページでもご覧いただけます。

町民福祉部 町民生活課 環境対策室 TEL.286-6701登録・問い合わせ先

家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

登録できる品物

無料での提供のみお取扱いします。

¡血圧計 ¡ベビーモニター ¡布団乾燥機
¡120～130cm女児洋服 ¡大人用自転車
¡農業用トラクター（野球場にトンボをかけるのに使用したい）
¡子供用自転車18～20インチ（男の子用） ¡洗濯機
¡鶴ヶ丘小学校男子制服（夏ズボン130～150cm）
¡県住用あみ戸 ¡和室用小型テーブル ¡事務机
¡向粟崎小学校制服・体操服（120cm） ¡CDラジカセ
¡50cc原付バイク ¡折りたたみ式パイプベッド
¡内 中学校男子・女子制服（160cm以上）
¡新生児用チャイルドシート、ベビーカー、クーハン等ベビー用品

譲って下さい
（希望品）

¡セラミックファンヒーター ¡パイプベッド ¡座卓

¡内 高校男子制服（165～170cm） ¡リコーダー

¡内 中学校女子制服（140～150cm冬服上下）

¡弓道用はかま（女子用）

¡内 中学校女子制服、ブラウス、夏スカート（150cm）

¡チャイルドシート ¡22インチ自転車

¡テニスシューズ（女子用23.5cm）

譲ります
（提供品）

【
手
続
き
方
法
】

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、

左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢
信
用
金
庫
・
興
能
信
用

金
庫
・
の
と
共
栄
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

北
國
新
聞
社

論
説
委
員

米
田

満
氏

町
税（
住
民
税
、固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
）の
納
付
は
便
利
で
簡
単
な
手
続
き
の
口
座

振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。。

講

師

「
あ
す
へ
の
課
題
ー
い
ま
日
本
は
、
世
界
は
・・・
」

演

題

文
化
会
館

３
階

視
聴
覚
室

場

所

10
月
20
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜

日

時

10
月
の
は
ま
な
す
大
学（
第
8
回
）

内

町
働
く
女
性
の
家

と
こ
ろ

10
月
20
日（
金
）午
後
１
時
〜
４
時

と

き

―
―
心
配
ご
と
な
ん
で
も
相
談
―
―

相
隣
関
係
、
家
族
、
相
続
、
登
記
、
交
通
安
全
、
税
金
、
年
金
、
消
費

生
活
、
役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
な
ど
人
権

擁
護
委
員
・
行
政
相
談
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
相
談
専
門

員
が
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

総
務
部

税
務
課

問
い
合
わ
せ
先

今
月
の
納
税
納
期
限

平
成
18
年
10
月
31
日（
火
）

町
税
は
納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

◆
国
民
健
康
保
険
税

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
第
７
期

◆
町
民
税
・
県
民
税（
住
民
税
）
…
…
…
…
…
…
第
３
期



涼しくなってくると、食欲も出てきて
「つい、食べすぎちゃう！」ア・ナ・タ。
「夏に、ビールで太ったわ～」と歩き出してるア・ナ・タ。
旅行や温泉と楽しいことがあって、気がつくと

「あれぇ？太ちゃったあ！」と言うア・ナ・タ。
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保
健
セ
ン
タ
ー

TEL.286-6101

11月14日［火］
平成17年4月生

11月21日［火］
平成18年7月生 対象

12月12日［火］
平成17年5月生対象

10月17日［火］
平成17年3月生

受付時間
13：00～14：00

対象

対象

12月19日［火］
平成18年8月生対象

10月24日［火］
平成18年6月生

受付時間
13：00～14：00（ ） （ ）

対象

★公費対象は、生後6か月児未満です。
（受付時間／13：00～14：00）

10月10日［火］
平成15年6月生

受付時間
13：00～14：00

対象

11月 7日［火］
平成15年7月生対象

12月 5日［火］
平成15年8月生対象

乳児健診・予防接種

（ ）

保健センターでは、
月に１回、

健康相談日を設けています。
お気軽にご利用ください。

次回は、

12月11日［月］です。

11月13日［月］平成18年

会場 保健センター
時間 15：00～17：00

※栄養相談は
事前にご連絡
ください。

子どもの育児相談・
栄養相談※

健診後の健康相談
肥満、糖尿病、
高血圧などの相談
心の健康相談

12月 4日［月］
平成18年8月生対象

1月15日［月］
平成18年9月生対象

11月 6日［月］
平成18年7月生対象

地区
健康教室

ちょっと気になる？そのお腹

※どなたでも、お気軽にお越しください。

◆ 10月12日（木） 夜7:30～9:00 千鳥台公民館
◆ 10月14日（土） 夜7:30～9:00 向陽台公民館
◆ 11月02日（木） 夜7:30～9:00 大根布公民館

5～6か月児の離乳食教室

10月18日［水］
13：30～15：00

（受付・身体計測／13：00～13：30）

テーマ

『こどもたちの
栄養を考えよう』
離乳食すすんでる？

5～6か月児以外の方でも、
離乳食のすすめ方などで聞きたいことがある

方はお越しください。

10月16日［月］
【対象】平成17年9月～

平成17年11月生（2回目）

10月23日［月］
【対象】平成17年12月～

平成18年2月生（1回目）

10月30日［月］
【対象】平成18年3月～

平成18年5月生（1回目）

健康センターは
健康生活を
応援します！

食欲の秋…

「運動」の秋！
食欲の秋…

「運動」の秋！
肥満解消・肥満予防のために、できることから始めましょう！

時刻 食べた物 目安 誰とどんな状態で食べたのか 気のついたこと

朝食

07:00

10:00
昼食

02:00

02:30

食パン
マーガリン
ジャム
牛乳
缶コーヒー

親子丼ぶり
ご飯
卵
鶏肉
玉ねぎ
ドーナツ

丼1杯

2個

2枚

2さじ
大コップ1杯
1本

・物足りなくて、つい食べた。

車の中で

新聞を読みながら
子どもと一緒に

・遅い昼食になってし
まい、ガツガツ食べ
てしまった。

・食べすぎ？

・野菜がない。
・ジャムとマーガリン
って好きだけど…

・早食いだぁ。

食事を
見直そう！

10月2日（月）
パート
1

「食事日記」をつけて、自分の
食生活を知る。
日記を読み返すと、意外な食
習慣に気づく。
日記帳は、努力の証。反省点
をバネにする。

例

（受付時間）13：00～14：00

平成17年9月生以前のお子さんで
ポリオ予防接種が終わっていない方も接種できます。
（ただし、満7歳6ヶ月未満の方に限ります。）



カンガルームに助産師さんがやってきます。
育児のこと身体の事など、何でもお気軽にご相談下さい。

10月24日［火］１０：３０～１２：００
手遊び・おはなし・体操など親子でお気軽にご参加下さい。

10月6日・13日・20日・27日
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カ
ン
ガ
ル
ー
ム
／
人
口

TEL

286-3739
子育て支援センター
からのお知らせ

★ バス遠足
日 時：１０月１９日（木）おおよそ９：３０～１４：３０
場 所：石川県立小松児童館（弁当持参）

今月の催し物

★ 消防署見学
日 時：１１月１６日（木）１０：３０～１１：３０
場 所：内 町消防署
特に申し込みはありませんので、当日１０：３０に
カンガルームまで集合して下さい。

１１月の予定

向粟崎
アカシア
旭ケ丘
緑台
千鳥台
向陽台
鶴ケ丘東
鶴ケ丘４丁目
鶴ケ丘５丁目
大根布
大清台

1,715

449

418

771

1,312

736

1,612

940

646

1,629

487

1,792

558

477

837

1,363

808

1,662

1,029

690

1,664

460

3,507

1,007

895

1,608

2,675

1,544

3,274

1,969

1,336

3,293

947

1,196

370

331

603

890

534

1,135

726

522

1,144

438

男
人 口
女 総 数

世帯数区 分

◆内　町字別人口世帯数 平成18年8月末

大学１丁目
大学２丁目
ハマナス
宮坂
北部土地区画
西荒屋
室
湖西
計
前月増減

42

333

388

424

235

524

221

76

12,958

2

250

331

399

444

231

529

254

78

13,856

△8

292

664

787

868

466

1,053

475

154

26,814

△6

269

265

279

272

140

328

149

49

9,640

14

男
人 口
女 総 数

世帯数区 分

子育て支援センター
からのお知らせ

「カンガルーム内 」は親子で自由に過ごせる集いの場です。
楽しい遊びや行事などを用意してまっていますので気軽に遊びに来てくださいね。

０歳から３歳までの遊びの教室

・あおパンダクラブ（H15．4～H16．3生まれのお子さん対象）

10月25日［水］１０：００～１１：００ ●「運動会ごっこ」玉入れ、大玉ころがし等に挑戦しよう！

・きパンダクラブ（H16．4～H17．3生まれのお子さん対象）

10月26日［木］１０：００～１１：００ ●「運動会ごっこ」簡単な運動あそびをたのしもう！

・ピンクパンダ（H17．4～生まれのお子さん対象）

10月18日［水］１３：３０～１４：３０
●「いっしょにつくろう①」
前半：いつものピンクパンダクラブを行ないます。（通常通り、参加自由）
後半：「手作り布絵本作り」（12組限定・要予約）託児あり

＜針・糸・はさみ・油性マジックを持参して下さい＞
※「手作り絵本作り」に参加希望の方はカンガルームにて受付けいたします。

※施設管理日・・・
１０月３０日（月）午後
休館・１２時まで開所
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ゴ
ミ
収
集
／
当
番
医

ごみ搬出量平成18年8月分

642.18
（16.88）
25.53
（2.87）

687.73
（29.81）
25.65
（1.12）

23.97
（2.54）

もえるごみ
（対前月比）

平成18年

667.71
（44.74）

699.30
（29.94）

27.04
（11.42）

平成17年

△25.53

△11.57

△ 3.07

差引（ － ）

△ 3.82％

31.59
（△14.80） △ 6.06 △19.18％

25.94
（1.09） △ 0.29 △ 1.12％

△ 1.65％

△11.35％

増減率

もえないごみ
（対前月比）

20.02
（10.06）

－
－ 20.02 －％粗大ごみ

（対前月比）
計

（対前月比）
町民1人当り（㎏）
（対前月比）

缶・びん・
ペットボトル等
（対前月比）

（単位：トン）

未来のためのリサイクル

A A BB

※電球、自動車・バイクのバッテリー、その他電子機器類のバッテリーは、
各地区公民館等に設置してある専用容器へ持ち込みできません。（電球
はもえないごみです。バッテリーは専門の処理業者へ依頼してください。）

11月
収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎2・5丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

北 部 土 地 区 画

西 荒 屋

室

湖 西

毎週
火・金

毎週
月・木

毎週
火・金

10月
もえる
ごみ

粗大
ごみ

もえない
ごみ 資源物 資源物

11

11

11

11

13

13

13

6

13

6

6

6

6

4

4

4

4

4

4

9

9

9

9

10

10

10

3

10

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

4 2

毎週
火・金

毎週
月・木

毎週
火・金

もえる
ごみ

粗大
ごみ

もえない
ごみ

8

8

8

8

10

10

10

3

10

3

3

3

3

1

1

1

1

1

1

13

13

13

13

14

14

14

7

14

7

7

7

7

6

6

6

6

6

6

1 6
28

11:00～12:00
18:30～19:30

21
19:00～20:00

21
18:00～19:00

21
19:00～20:00

21
19:30～20:30

16
19:00～20:00

16
20:00～21:00

16
19:00～20:00

17
6:30～7:30

24
6:30～7:30

23
19:00～20:00

23
19:00～20:00

19
8:00～8:30

28
8:00～9:00

28
19:00～20:00

28
18:30～19:30

28
19:00～20:00

28
19:00～20:00

28
18:00～19:00

28
18:30～19:30

由雄クリニック（内・循）

沖野クリニック（小・内）

河北中央病院（内）

二ツ屋病院（内）

宇野気医院（内・小）

望月眼科医院

津幡町横浜は50-6 TEL.288-8584

かほく市高松ノ1-9 TEL.281-0500

津幡町津幡ハ104 TEL.289-2117

かほく市二ツ屋リ72 TEL.281-0172

かほく市宇野気33-6 TEL.283-0103

内 町旭ケ丘142 TEL.239-1515

茶谷医院（内・小）

酒井医院（内・小・外）

角田医院（内・小）

たなべ眼科医院

内 町西荒屋53 TEL.286-8478

津幡町加賀爪ホ30 TEL.289-2006

紺谷医院（内・小）

さいとうクリニック（皮・形成）
かほく市木津ヘ12-1 TEL.285-0020

津幡町潟端371-1 TEL.288-4540

かほく市高松ナ15-1 TEL.281-0012

津幡町北中条8-57-1 TEL.289-6340

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞等でご確認ください。

10月～11月

22［日］

29［日］

10月
October

15［日］

5［日］

12［日］

11月
November

3［金・祝］

10月18日［水］
11月15日［水］

10月19日［木］
11月16日［木］

10月20日［金］
11月17日［金］

●向粟崎保育所
●宮坂保育所
●北部保育所

●緑台保育所
●鶴ヶ丘保育所
●向陽台保育園

●鶴ヶ丘東保育所
●大根布保育所

休日リサイクルとして、新聞・雑誌・ダンボール等の持込収集を次のとおり
行います。ご協力をお願いします。

問い合せ先

10月29日［日］
【次回の予定　12月17日（日）】

午前10時～午前11時30分（時間厳守・雨天決行）

場　所

収集品目 ①新聞（チラシが混ざっていても構いません。）
②雑誌類　③ダンボール（止め金ははずしてください。）

注意事項 ●ビニール類は取り除いてください。●はさみ、カッター類を持参し、
その場でひも類は切ってください。●持込場所ではボランティアスタ
ッフの指示に従い、種類別にかごに入れてください。●引き取り料は
ありません。

日　時

町民生活課 環境対策室 TEL.286-6701

田中畜産食肉㈱内 工場前駐車場（大根布5丁目73 ㈲中山器材産業横）

24
11:00～12:00
18:30～19:30

17
19:00～20:00

17
18:30～19:30

17
19:00～20:00

17
19:30～20:30

19
19:00～20:00

19
20:00～21:00

19
19:00～20:00

20
6:30～7:30

27
6:30～7:30

26
19:00～20:00

26
19:00～20:00

22
8:00～8:30

24
8:00～9:00

24
19:00～20:00

24
18:30～19:30

24
19:00～20:00

24
19:00～20:00

24
18:00～19:00

24
18:30～19:30
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

去
年
の
6
月
頃

か
ら
よ
さ
こ
い
チ

ー
ム
の
神
楽
天
心

で
汗
を
流
し
て
い

ま
す
。
友
達
に
誘

わ
れ
て
入
っ
た
の

で
す
が
、
言
葉
で

は
言
い
表
せ
な
い

よ
う
な
楽
し
さ
が

そ
こ
に
は
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
今

年
の
2
月
か
ら
ダ

ン
ス
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
教
え
る
側
に
ま
わ
り
ま
し
た
。
初
め
は
驚
き
ま
し
た
が
、
も

う
や
る
し
か
な
い
と
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。
皆
よ
り
先
に
踊
り
を
覚

え
て
教
え
て
い
く
の
で
す
が
、
人
に
な
に
か
を
教
え
る
と
い
う
こ
と

の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
一
番
大
切
な
の
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、

皆
が
動
き
を
揃
え
一
体
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
念
頭
に
、
9
月

の
能
登
大
会
、
10
月
の
本
祭
に
向
け
て
今
日
も
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
10
月
の
大
会
は
内

町
で
や
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
し
時
間

が
あ
り
ま
し
た
ら
応
援
に
来
て
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
盛
り
上
が
り
ま

し
ょ
う
。

宮
坂
保
育
所
の
跡
地
っ
て
ど
う
な
る
ん
で
す
か
。

公
園
と
か
に
な
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

次回のまいどさんは
安宅さんから
誰にバトンタッチ
するのかお楽しみに!

このコーナーでは、
毎回出場者に次回出場者を

リレー方式で
紹介してもらいます。

今
月
は

中
川
達
裕
さ
ん
か
ら
紹
介
の
あ
っ
た

安
宅
和
恵
さ
ん

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
か

が
わ

た
つ

ひ
ろ

あ
た
か

か
ず
え

安宅和恵さん

平
成
18
年
９
月
11
日
迄

氏

名

父
・
母

住

所

河
嶋

か
わ
し
ま

草そ
う

太た

裕
介
・
智
子

大
清
台

西に
し

田だ

梨
華

り

か

哲
也
・
麻
衣
子

緑
台
２

中
村

な
か
む
ら

雅ま
さ

樹き

俊
和
・
美
香
子

鶴
ケ
丘
４

矢
野

や

の

凪な
ぎ

紗さ

雅
也
・
千
恵

鶴
ケ
丘
２

橋
本

は
し
も
と

瀬
七

せ

な

雅
之
・
雅
代

大
根
布
１

荒あ
ら

木き

新し
ん

太た

朗ろ
う

隆
一
・
由
希

緑
台
２

渡
辺

わ
た
な
べ

杏あ
ん

樹じ
ゅ

徹
・
芳
子

大
根
布
６

鳥
畑

と
り
ば
た
け

輝
ひ
か
る

誠
一
郎
・
政
美

北
部
土
地
区
画

川か
わ

辺べ

翔
湧

と

わ

英
春
・
有
紀

西
荒
屋

堂ど
う

野の

晃こ
う

生き

慎
吾
・
秋
代

向
粟
崎
３

寺
内

て
ら
う
ち

海
聖

か
い
せ
い

秀
一
・
一
美

向
粟
崎
１

中
村

な
か
む
ら

七な
な

海み

正
人
・
千
惠

向
粟
崎
５

市い
ち

野の

佑ゆ
う

人と

直
彦
・
幸
子

北
部
土
地
区
画

米よ
ね

田だ

明
優

あ

ゆ

渉
・
直
子

鶴
ケ
丘
２

氏

名

父
・
母

住

所

小こ

村む
ら

は
る
か

慎
吾
・
則
子

向
粟
崎
２

竹た
け

田だ

新
志

あ

ら

し

順
平
・
佑
佳

大
根
布
８

喜
多

き

た

優
恵

ゆ

え

貴
嗣
・
由
美

旭
ケ
丘

清し

水み
ず

健け
ん

太た

安
弘
・
律
子

大
根
布
１

室む
ろ

屋や

佑ゆ
う

樹き

圭
志
・
佳
代

大
根
布
６

太お
お

田た

讃
良

さ

ら

ら

一
幸
・
順
子

西
荒
屋

小
野
田

お

の

だ

愛
奈

ま

な

勝
・
美
佳

北
部
土
地
区
画

た
か

健け
ん

司じ

忍
・
ブ
レ
ン
ダ

鶴
ケ
丘
２

氏

名

住

所

年

齢

荒あ
ら

木き

榮
作

え
い
さ
く

大
根
布
４

94
歳

逢
坂

お
お
さ
か

壽
美
子

す

み

こ

緑
台
２

87
歳

中
山

な
か
や
ま

新
一

し
ん
い
ち

大
根
布
５

55
歳

田た

村む
ら

善
松

ぜ
ん
ま
つ

大
根
布
１

87
歳

島し
ま

野の

は
る

向
粟
崎
２

76
歳

安や
す

江え

ま
す

室

94
歳

米
林

よ
ね
ば
や
し

玉た
ま

喜き

向
粟
崎
１

89
歳

卯う

坂さ
か

冬ふ
ゆ

子こ

大
根
布
２

69
歳

竹た
け

野の

秋あ
き

男お

大
根
布
５

70
歳

石
坪

い
し
つ
ぼ

サ
ツ
子こ

鶴
ケ
丘
１

59
歳

こ
ど
も
教
育
相
談

1
２
８
６
ー
０
１
５
１

午
後
１
時
〜
４
時（
月
〜
金
曜
日
）

小
・
中
学
生
と
保
護
者
を
対
象

に
し
ま
す
。

内

町
教
育
セ
ン
タ
ー

内

町
社
会
福
祉
協
議
会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
内

町
民
謡
協
会
様
よ
り

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

川か
わ

端ば
た

大だ
い

介す
け

鶴
ケ
丘
２

上か
み

前ま
え

愛あ
い

子こ

宮
坂

初は
つ

見み

雅ま
さ

幸ゆ
き

緑
台
１

坂さ
か

井い

梓
あ
ず
さ

山や
ま

本も
と

拓た
く

也や

大
根
布
５

ど
ん

々ど

有
紀
子

ゆ

き

こ

佐
々
木

さ

さ

き

茂
し
げ
る

鶴
ケ
丘
２

河か
わ

田た

亜あ

希き

氏

名

住

所
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うちなだの軌跡
今月のハイライト

内 町漁業協同組合発足
昭和４０年５月１５日

第16回

昭和40年5月15日、既存の内 北部・内 中央・向粟

崎の三漁業組合が合併し、内 町漁業協同組合が発足しま

した。このころには出稼ぎ漁から沿岸漁業が中心となって

いましたが、漁獲量・金額ともに期待したほどではなく、河

北潟での漁も干拓事業の進展により縮小していました。そ

こで内 町漁協は発足当初からドジョウや緋鯉の養殖に着

手します。41年9月、向粟崎に養漁場を造成、管理上の不

注意や施設上の不備で稚魚を死滅させたり、稚魚の盗難に

あったりしつつも、手探りで試行錯誤を重ね、翌年以降は

徐々に光が見え始めました。しかし、区画整理事業の区域

内に養漁場があったことから、向粟崎区より漁協に撤去の

申し入れがなされ、対応策が見つからず昭和47年3月の漁

協総会で事業中止が決定されました。その後も近年におい

て外水面での育てる漁業などが試みられていますが、思う

ような成果が得られず内 の漁業は後継者不足や漁場資源

の減少など、厳しい状況にさらされています。

そんな中、全国的な漁協再編の動きに伴い、石川県でも

県内27漁協の合併により今年9月「石川県漁業協同組合」が

発足、内 町漁業協同組合は石川県漁協の内 支所として

再編されることになりました。

●河北潟での漁の様子。
干拓事業により縮小、内 の漁業は新たな道を模索する。

公
私
と
も
に
パ
ソ
コ
ン
の
便
利
さ
を

享
受
し
て
い
る
毎
日
で
す
。
し
か
し
数

年
前
、
人
間
の
チ
ェ
ス
王
者
が
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
と
の
対
局
で
敗
れ
た
ニ
ュ
ー
ス

を
聞
い
た
時
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
こ

れ
だ
け
日
々
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
恩
恵
を

受
け
な
が
ら
も
、
一
方
で
そ
の
進
化
の

先
に
あ
る
人
間
を
凌
駕
し
た
人
工
知

能
の
可
能
性
に
恐
怖
を
感
じ
た
わ
け

で
す
。
で
も
、
そ
れ
に
ロ
マ
ン
を
感
じ

る
人
も
多
く
い
ま
す
よ
ね
。
人
間
は

人
そ
れ
ぞ
れ
で
本
当
に
面
白
い
で
す

ね
。
取
材
で
も
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の

い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
あ
り
、
そ
こ
が
一

番
面
白
い
で
す
。

Ｋ.

Ｋ.

食
欲
の
秋
到
来
。
病
の
床
に
在
っ
た

父
が
、
差
し
入
れ
の
大
根
葉
の
煮
物

（
お
く
も
じ
又
は
お
こ
も
じ
と
い
う
郷

土
の
味
）を
口
に
し
て「
こ
ん
な
う
ま

い
も
の
が
も
う
食
べ
ら
れ
な
い
の
か
」

と
目
を
閉
じ
て
し
み
じ
み
と
呟
い
た

遠
い
日
を
思
い
出
し
ま
す
。

「
身
土
不
二
」と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
の
産
物
が

身
体
に
一
番
合
う
と
い
う
も
の
。
世
の

中
に
は
珍
味
や
美
味
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
全
国
ど
こ
へ
行

っ
て
も
全
く
同
じ
味
の
チ
ェ
ー
ン
店
も

数
多

あ

ま

た

あ
り
ま
す
。
米
国
産
の
牛
肉
が
解

禁
と
な
っ
て
、
多
く
の
人
々
が
、
な
つ
か

し
い
味
と
し
て
、
か
の
店
先
に
並
ん
だ

姿
を
、
複
雑
な
思
い
で
見
ま
し
た
。

今
学
校
で
は「
食
育
」が
叫
ば
れ
て

い
ま
す
。
特
別
な
も
の
を
食
べ
る
の
で

な
く
、
心
を
込
め
て
作
っ
た
土
地
の
も

の
を
、
感
謝
し
て
い
た
だ
く
姿
勢
が

「
食
育
」。

忙
し
く
過
ぎ
行
く
毎
日
。
時
に
は

手
抜
き
料
理
で
も
、
心
を
込
め
た
手
料

理
で
し
み
じ
み
と
家
族
で
食
卓
を
囲

み
た
い
も
の
で
す
ね
。
自
戒
。
M.

K.

・
・
・
・

・
・
・
・




